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《論　文》
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容1）
―マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から―⑵
内　藤　理　佳
キーワード
マカエンセ（Macaense：複数形Macaenses），ポルトガリダーデ（portugalidade），エス
ニック・アイデンティティ，エスニシティ
【論文要旨】
現在，中国の特別行政区であるマカオは，16世紀半ばから20世紀末（1999年）まで約
4 世紀半にわたりポルトガルの統治下にあった。本論は，16世紀にポルトガル人がマ
ラッカ以東の東アジア，特に対明朝貿易の根拠地としてマカオに来航後事実上の植民地
支配を展開していく中で，ポルトガル人と，マカオならびに近辺のアジア地域出身住民
との通婚，「混血」によって生まれた「マカエンセ（Macaense：ポルトガル語）」，すな
わち「ポルトガル人の血を受け継ぐ子孫」を研究対象とする。
マカエンセは 4 世紀以上にわたり世代交代を重ね，ポルトガル支配下でありながら人
口の大多数が中国人（漢人）であるマカオ社会において，エスニック・マイノリティと
して，ポルトガルとの深い絆や関係性を重視する独自の生活文化とアイデンティティを
培ってきた。1999年12月20日の返還後，50年間は従来の社会体制の継続が法によって明
文化されているが，すでに急速な中国化の進行とともに，ポルトガルの影響力はマカオ
社会から消失しつつある。中国返還という激動の転換期を経て，マカエンセのエスニッ
ク・アイデンティティに何らかの変容がもたらされたのか否か，また今後彼らのアイデ
ンティティからポルトガルの「記憶」は消失していくのか。そしてマカエンセというエ
1 ）本論文は返還 8 年経過後の2008年 3 月～11月にかけて執筆し，放送大学大学院に提出した論文を一部リライ
トしたものである。
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スニック・マイノリティは生き残ることができるのか。マカエンセの置かれる現状と将
来について考察することが本研究の目的である。
世界に分散しているマカエンセは現在マカオ在住者よりも海外居住者の数が圧倒的に
多く，より明確な結論を見出すためにはマカエンセの各居住地に長期間フィールドワー
クを実施することが理想的であったが，残念ながら実現は不可能であった。本論文では
研究対象をマカオ在住のマカエンセのみに絞り，2008年 3 月に15日間マカオでフィール
ドワークを行ない，16名のマカエンセへの聞き取り調査を実施し，調査結果と関連文献
分析の二点から研究を行なった。
【目次】
1 .　はじめに
2 ．マカエンセ（Macaense）とは
　 1 ）出自としての表徴
　 2 ）文化的表徴
　 3 ）精神的表徴
3 ．「マカエンセ・コミュニティ」というエスニック集団
4 ． 研究方法
　 1 ）先行研究
　 2 ）フィールドワーク
5 . マカオ略史
　 1 ）中国返還以前
　 2 ）ポルトガルの植民地政策の特徴とマカオ
　 3 ）中国返還以後（政治・社会体制・経済・教育・文化・観光面における現況）
6 ．マカエンセの歴史と現状
　 1 ）マカエンセの誕生と歴史 
　 2 ） 中国返還後のマカエンセを取り巻く社会状況（マカオ基本法，マカエンセ関連
協会・組織の活動と現状，マカエンセの世代別アイデンティティの特徴）
7 ． マカオにおける聞き取り調査（16名のマカエンセへのインタビュー内容）
　 1 ）インフォーマント16名のプロフィール・インタビュ－形式・質問内容
　 2 ）各質問に対するインフォーマントの回答と分析・考察 
8 . マカエンセのエスニシティのゆくえ
　 1 ） 従来のエスニック・アイデンティティの希薄化（人種・教育・精神・文化面に
おけるマカエンセならびにマカエンセ・コミュニティの現状と未来の方向性）
　 2 ）マカエンセの新しいアイデンティティと問題点
9 ．おわりに（マカエンセというエスニック集団の向かう道，今後の課題）
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なお，「 1 ．はじめに」から「 5 ．マカオ略史」までを情報学部紀要Vol.14, No.2, 
2010.3（通巻27）に記載した。本号では「 6 ．マカエンセの歴史と現状」以降を記載する。
**************************************************
6 ．マカエンセの歴史と現状
1 ）マカエンセの誕生と歴史
「あるエスニシティの起源を問うことは，すなわちそのエスニシティ自身がいかにし
て生き残ってきたかを問うことである。マカエンセのエスニシティの最も謎めいた面は
まさにその起源をどう定義するかという点である。」〔Cabral and Lourenço 1993：13〕
ａ．マカエンセの誕生
現在もなおマカエンセ論のバイブルとされる“Os Macaenses”『ウズ・マカエンセス
（マカエンセたち）』（1965年）を著したローマ・カトリック教会の神父マヌエル・テイ
シェイラ（Manuel Teixeira）によれば，15世紀末，大航海時代の幕開けとともにポル
トガルの港を出発し，アフリカ・アジア・南米への海路を開いたポルトガル人航海者は，
航海中に戦闘が勃発することを想定して兵士としての役目も担っているため，全員が男
性であった。戦力とならない女性の乗船は王室によって禁じられていたが，例外として
「国王の孤児（女児）」を意味する「オルファンス・デル・レイ（órfãs d’el Rey）」と称
された，身分ある家庭から孤児の境遇に陥った少女たちがいた。こうした少女たちはゴ
アなど出先のポルトガル植民地の比較的高位のポルトガル人男性との結婚を想定され，
本国から送り出されたのである〔Coates T. J: 1998〕。同時に16世紀前半のインド総督
アフォンソ・デ・アルブケルケは航海者であるポルトガル人男性と現地女性との結婚を
奨励した。それは新「発見地」と距離的に遠く離れているうえに人口の少ないポルトガ
ルにとって，これらの土地を守る兵力を早急に「現地生まれのポルトガル人」によって
賄うためにとった政策であった。
これらポルトガル人男性がマカオに定住後，「現地女性」との交婚（混血）の結果と
して生まれたのが初代のマカエンセであるが，その「現地女性」とは誰のことを指すか
という問題に関してはかねてよりさまざまな説が存在している。テイシェイラは近年ま
で一般的に考えられてきたマカエンセの定義同様，マカオ在住の中国人女性であったこ
とを主張しているが，いっぽうテイシェイラと前後してマカエンセ論を発表した研究者，
ダ・フランサ（da França），レーゴ（Rego），ブラザォン（Brazão）らは，もっとも初
期のマカエンセ・ファミリーの「母親」はポルトガル人男性がマカオ以前に停留した
ゴア・インドシナ・マラッカなどで既に婚姻関係を結び，マカオに同伴したマレー人・
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インド人女性（その多くが奴隷）であったと主張する。アマーロ（Amaro）らはこう
した諸説をまとめ，当時すでに高度な文明を誇示し，海外に対して常に排他的な態度を
取っていた中国（明朝・清朝）のもとでは，社会の低層に属する船上居住者や奴隷以外
の一般中国人（女性）との接触をとることはほとんど不可能であったことから，後者の
説がより真実に近いと判断している〔Amaro 1988〕。
また，マカエンセの初期の「母親」には日本人女性も含まれていることを複数の研究
者が示唆している。この説によれば，これらの日本人女性は16世紀後半以降に発展した
南蛮貿易のひとつの「交易品」として，銀や工芸品とともにマカオに売られた日本人奴
隷と，17世紀前半の日本におけるキリスト教禁教令・ポルトガル船来航禁止（1639年）
とともに迫害を受けてマカオに流入した多数の日本人キリスト教徒の二者に分類され，
マカオ在住のポルトガル人，もしくはその子どもたちと婚姻関係を結んだ結果，日本人
の血を引くマカエンセが誕生した。さらにその後アフリカ出身の黒人女性やティモール
出身女性も奴隷としてマカオに連れてこられた事実から，マカエンセの出自は多地域に
わたると考えられている。
前述のように初期のマカオ社会でポルトガル人と混血した中国人女性は，おもに船
上居住者や貧困層の親に売られた女児の奴隷であったと考えられている〔クルス 2003〕。
奴隷売買についてはポルトガル，中国両政府が禁止令を発令したにもかかわらず19世紀
末まで継続した。マカオ住民の戸籍が整備されたのはごく最近のことであるため，特に
19世紀以前のマカオ住民の婚姻形態に関する文献は，キリスト教徒であるポルトガル人
が結婚に際して登録した教会名簿に頼らねばならない。教会名簿の記載内容も必ずしも
正確とは言えないが，それによると，ポルトガル人（もしくはマカエンセ）と中国人の
正式な婚姻関係が始まったのは18世紀半ばごろからと考えられている。19世紀にはマカ
エンセ・コミュニティと中国人コミュニティとの間に以前よりも強い信頼関係が結ばれ
たことから主にポルトガル人男性と中国人（もしくはマカエンセ）女性の組み合わせ
による婚姻が教会名簿に現れるようになり，さらに20世紀に入って1940年代に中国（清
朝）が国民の改宗を許可すると，多数のマカオ在住の中国人がキリスト教に改宗して両
者間の正式な結婚が増加し，次第にマカエンセ・コミュニティの婚姻形態の主流となっ
ていったと考えられている。
ｂ．近代以前（～1849年）
イギリス人歴史家のボクサーによれば，マカオが誕生した16世紀当時，海外植民地に
住むポルトガル人男性は兵士と「既婚者」を意味するカザード（casados）の二つのカ
テゴリーに分類された。前者は独身者か妻を同伴しない男性で，その名前どおり定期的
におこなわれるポルトガル艦隊の兵力として現地に待機する者であり，後者は現地女性
もしくは現地人の混血女性と結婚・定住して家族を構成し，同時に本国の兵役召集に
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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も応じ，また現地が危機に晒された場合には現地を防衛する役割を持っていた〔Boxer 
1953〕。
1583年にマカオの自治組織であるマカオ議会が誕生した際，初代の議会代表（プロク
ラドール）として選ばれたマティアス・ペネラはマカオにおける「カザード」であった。
ペネラはかつて総督補佐官（オウヴィドール）であった人物で，就任当時すでに何年も
マカオに生活し中国語が堪能であった。ペネラの高い中国語の能力と中国に関する博識
は，彼が（中国語を母語とする）中国人もしくは混血の女性を妻としていたからである
と考えられている〔Jin and Wu 2007〕。ここから考察できる点は，初代プロクラドール
自身はポルトガル本国出身のポルトガル人であったものの，その子孫はすでに中国人と
の混血であるマカエンセである可能性が強いということである。
また，ボクサーはリスボンのアジューダ図書館担当者から1594年～1884年のマカオ議
会プロクラドールのリストを1964年に入手した際，添付されていた書簡に「中国人の子
孫もしくはその血を引く者がプロクラドールの地位を獲得した時代もあったと考えられ
るが，当該期間の特に初期と後期にはポルトガル本国から来たポルトガル人に占められ
ていた」という記載があった，と著書の中で述べている〔Boxer 1965: 68〕。すなわち，
為政者としての権限を保持するため，マカオ議会の要職に就いた住民（男性）の多数
派を占めたのはマカエンセではなく本国生まれのポルトガル人であり，1689年に公布さ
れた副王令は「マカオ議会に勤務する者はすべてポルトガル生まれのキリスト教徒であ
るポルトガル人から選ばれなくてはならない」と定めてマカエンセに対する差別をおこ
なっていた。しかし，事実上マカオに居住する本国出身のポルトガル人の数は非常に少
数であったため，のちにこの条項は改められて数名のマカエンセが市政の要職に就くこ
とができた。
ｃ．近代以降から現代まで 
マカオにおける近代のはじまりと考えられるポルトガル植民地統治期（1849年～）以
降，マカエンセは「東洋のポルトガル人」としてのエスニック・アイデンティティを持
つようになった。その背景には，マカエンセがポルトガル中央政府からポルトガル人と
して認められていたこと，すなわちポルトガル国籍を取得していたことがひとつの要因
となっていたと考えられる。そこで，ここでは歴史上マカエンセが付与されてきた「国
籍」について分析する。
［国籍の概念］
まず一般的な意味での国籍とは，「一定の国家の所属員たる資格」〔広辞苑〕を指す。
歴史的には18世紀から19世紀のヨーロッパで最初に近代国家・国民国家，すなわち国
家・領土・国民という概念が生まれ，国籍という枠組みが現れた。国籍は大きく二分さ
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れる。ひとつは親の血統によって子の国籍を決定する血統主義（ラテン語で一般的に 
jus sanguinisと呼ぶ）であり，さらに父母両系血統主義と父系血統主義に分かれる。も
うひとつは親の血統に関係なく本人が生まれた場所で国籍を決定する生地主義（同じく
jus soliと呼ぶ）である。現代の国際社会では各国により主義や国籍法の内容は異なるが，
無国籍者の出現防止という観点からいずれかの主義を原則としながらもう一方の主義を
併用するという形態が多くの場合採られている。
［ポルトガル憲法における国籍に関する記述］
ポルトガルでは1820年に絶対主義制から立憲君主制に移行後，1822年に最初の憲法が
発布されてから現代に至るまで改訂を除き合計 6 回憲法（うち 1 回は憲章）が制定され
ている。ここでは歴代憲法および憲章の中で植民地および国籍に関する記述がどのよう
な形でなされてきたかを考察する。なお，現時点で条文を完全に入手できる憲法は現行
憲法のみであり，それ以前の憲法の内容に関してはおもにポルトガル人弁護士のマルケ
スが1991年に発表した論文Reflexões sobre a nacionalidade portuguesa em Macau『マカ
オにおけるポルトガル国籍に関する考察』〔Marques 1991〕を参照した。
［1822年憲法・1826年憲章］
19世紀初頭以降，ポルトガル国内の統治体制はめまぐるしい変化を見せていた。1807
年にフランス・ナポレオン軍の侵攻を受けたポルトガル王室は侵攻軍が到着する前にイ
ギリス海軍の力を借りてブラジルに避難し，その後1810年英ポ友好通商条約締結によっ
てイギリス軍が実質的なポルトガルの覇権を握った。しかしイギリス支配に対するポル
トガル国民の反感が増幅して1820年に民主革命が勃発，立憲王制が確立した。
翌1821年に王室が本国に帰還し，首都リスボンで憲法制定議会が制定され，1822年に
ポルトガル初の憲法が誕生した。この憲法は隣国スペインで1812年に制定された「カ
ディス憲法」をモデルとし，当時としては急進的な自由主義的内容を持つものであった。
なお同1822年，植民地であったブラジルがポルトガル皇子ドン・ペドロを初代皇帝に拝
し独立した。
1826年ポルトガル王ジョアン 6 世が没するとブラジル皇帝ペドロ 1 世がポルトガル王
ペドロ 4 世として即位したが，まもなく当時 7 歳の実娘に譲位してマリア 2 世とし，実
弟ミゲル王子を立憲政府の摂政におくこととした。1826年，ペドロ 4 世は1822年憲法を
廃してブラジル憲法をモデルとした「1826年憲章」を公布した。前国王没後，国内は自
由主義的な急進派（立憲王政派）と絶対王政の復活を支持する保守派（絶対王政派）に
二分していた。ペドロ 4 世自身は自由主義的思想を持っていたが，国内を安定させるこ
とを狙いとして妥協的な内容を本憲章に盛り込んだ。この中で「我が国が統治する地球
上の陸地と海域を国家とし，そこで産まれた全ての人々が本国の子とされる」という国
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籍に関する初めての具体的記述が確認される。植民地は国家の概念の中に含まれ，国籍
は原則的に生地主義をとり，各植民地別に制度や法を整備することが求められた。
しかし，1826年憲章が公布された 2 年後，1828年に海外より帰国したミゲル王子が絶
対王政派の支援のもとに自らを国王と宣言，1832年からはペドロ率いる自由主義（立憲
王政派）対ミゲル率いる絶対王政派のポルトガル内戦に突入した。最終的に1834年，フ
ランス・イギリスの援軍を得たペドロの自由主義陣営の勝利をもって終結した。
［1838年憲法・1867年民法］
内戦終結 2 年後の1836年 9 月，「九月党（セテンブリスタ）」と呼ばれる軍部による
クーデターが起こった。革命政府は憲法議会を召集して1822年憲法と1826年憲章を折衷
させた形での新憲法（立憲君主制）を制定，1838年女王マリア 2 世によって公布された。
1826年憲章同様，国籍は原則的に生地主義とし，各植民地別に制度や法を整備すること
が求められた。1838年憲法はその後1911年まで有効であった。
1867年，民法において「国籍」に関する規定が明確化された。本規定は1960年 9 月24
日付法令によって改正されるまで有効であった。条文はポルトガル国籍保有者の規定と
して，マカオの場合，①マカオで生まれた全ての人々，②外国において生まれ，マカオ
を含めたポルトガル領土内に住居を定めたポルトガル人男性の子およびポルトガル人女
性の嫡出子，③ポルトガルに帰化した者，④ポルトガル人男性と結婚した外国人女性，
と定めた。
［1911年憲法・1933年憲法］
1910年に革命が勃発して王制が終焉を迎え，ポルトガル共和国が樹立された。翌1911
年に近代的な内容が豊富に盛り込まれた共和国憲法が制定された。国籍は原則的に生地
主義が採用された。
1932年，サラザールが首相に就任，1968年に引退するまで36年間にわたって独裁体制
を敷いた。サラザール自身は1970年に死去したが，同体制は事実上1974年まで継続され
た。1933年，憲法改正および新しい憲法が制定され，国籍は原則的に生地主義が採用さ
れた。
1951年 6 月11日付で発令された法令第2048号では，憲法条文の改定により，植民地
（アンゴラ，ギニア，モザンビーク，サントメプリンシペ，カーボ・ヴェルデ，ポルトガ
ル領インド，ティモール，マカオ）が海外県（província ultramarina）に名称変更され，
1953年6月27日付法令第2006号により，ポルトガル海外県法が制定された。また1954年
5 月20日付政令第39666号により，アフリカの植民地であるギネー，アンゴラ，モザン
ビーク海外県における原住民の身分法が制定された。1955年ポルトガルは国連に加盟，
その後1959年に国籍法の改正が行なわれた。1867年民法によって制定されていた「原住
48
民に対する強制労働」の廃止により，形式的には原住民と非原住民の身分差が解消され，
全員をポルトガル人とする生地主義が徹底された。基本的な点は従来の憲法の内容が継
承され，国籍保有者の枠組みがさらに拡大，ポルトガル人女性を母親とする子は父親が
無国籍・国籍不明者であっても嫡出子・非嫡出子の別なくポルトガル国籍を保有できる
ことになった。
1960年 9 月24日付法令第2098号によって1867年民法が改正された。基本的な点はすべ
て継承され，変更点は「ポルトガル人男性と結婚した外国人女性は従来のように自動的
にポルトガル国籍が得ることはできず，登録する必要性が明記される」といった形式的
なものにとどまった。
［1976年憲法・1981年国籍法］
1974年 4 月25日，国軍運動のクーデターにはじまる「四月革命」（カーネーション
革命）が起こり，独裁体制に終止符が打たれた。新政府は1976年以前の憲法を改正
し，現行憲法となる新憲法を公布した。第 5 条において，マカオは「ポルトガル政府管
轄の領土であり，その特異な状況に即した自治が行われる地である」（ポルトガル語： 
o território sob administração portuguesa que se rege por estatuto adequado à sua 
situação especial） ことが確認された。植民地の概念は消滅し，国籍は生地主義を採用
している。
1979年 2 月，中華人民共和国との国交が樹立した。この際，前述のようにマカオの主
権はポルトガルでなく中国に属することが両国間で確認され，1987年の中葡共同宣言で
正式に決定された。マカオがポルトガル領でなくなったことにより，マカオ住民の国籍
に関する枠組みは大きな変化を受けることになった。
1981年11月21日，新しい国籍法がマカオにおいて施行された。本法令により，「1981
年11月20日までにマカオで生まれた者は全員ポルトガル人とされるが，それ以降はポル
トガル人の父か母から生まれた者に限ってポルトガル国籍が認められる」こととなっ
た。しかし，同時に国籍取得の範囲は拡大され，「ポルトガル人女性と結婚した外国人
男性およびポルトガル国籍を取得した母親の未成年の子どももポルトガル国籍を取得で
きる」ようになった。
［返還後のマカオ住民の国籍］
1987年 4 月，二年間の交渉を経てマカオに関する中ポ共同宣言（全 7 条）が中国・ポ
ルトガル両国間で調印された。この中ポ共同宣言の覚書に記載された，返還以降のマカ
オ住民の国籍に関する内容をまとめると以下のようになる。
① 1999年12月20日以降，出生に関連してマカオと「何らかの結びつきを有すること」を
理由としてポルトガル国籍を取得することはできない。
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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② 1999年12月19日までにポルトガル国籍（市民権）を保有し，ポルトガルパスポートを
所持している者はその期日以降もパスポートを利用できる。これは，返還後に中国の
戸籍法にもとづいて中国国籍となった者たちのパスポート利用を可能とするための条
項である。
③ たとえポルトガル国籍を保有していたとしても，マカオ住民に対しては原則的には中
国の戸籍法が適用される。中国は二重国籍を認めないので，それらの人々には国籍の
選択の権利が与えられる。
以上の分析から次のことが考察される。マカオはポルトガル中央政府より地理的にも
隔たっており，大航海時代以降はポルトガル本国にとってアフリカの植民地などのよう
に資源をもたらす植民地ではなく，かつ特異な地理的状況により中国勢力とのその時々
のバランス関係で法制度が様々に変化した。そのため，ポルトガルの中央政府の基本法
とも言える憲法や各種の法令や政令がその文言通り実施されていたわけではない。住民
登録に関しても歴史的に不備が多く，ごく最近整備されたに過ぎない。マカオで生まれ
た人々の国籍に関する基本的な制度も一貫したものはなかったのである。1981年に国籍
法が確立するまで一貫していた考えは，ポルトガル人男性の子は，たとえ両親の婚姻状
況が内縁関係であったとしても，父の氏（ファミリーネーム）の全部およびその一部を
継承することにより，ポルトガル人とみなされたことである。1826年に君主制のもとで
制定された憲法は生地主義を採用している。これによると，マカオで生まれた人々は全
員ポルトガル国籍保有者となるはずである。しかし，この時期にマカオの住民登録制度
がまだ完全に機能していなかったため，マカオにおいてはかなり曖昧な状況が発生した。
その後，1867年に制定された民法において「国籍」に関する規定が明確化された。1889
年に出版された民法解説書においても1826年憲法の国籍に関する原則が民法に明確に反
映されていることが見て取れる。
その後1867年民法，1960年改正法，1981年発令の新国籍法の流れの中で，ポルトガル
国籍が認められる者を要約すると次のようになる。①1981年11月20日までにマカオで生
まれた全ての者。②外国において生まれたポルトガル人男性の子。父親が無国籍，国籍
不明者などの場合はポルトガル女性の子でも可だが，そのためにはポルトガル国籍を取
得する意思を表明するか，ポルトガル住民登録中央院に登録されているか，マカオをふ
くめたポルトガル領土内に1981年11月20日以前に住居を定めている必要がある。③マカ
オにおいて孤児となった新生児。ただし，ポルトガル領土内にて出生していないことが
証明されたものを除く。④ポルトガルに帰化した者。⑤もとの国籍を失ったことが確認
され，ポルトガル人男性との婚姻関係が正式に認められる以前にポルトガル国籍取得を
拒否する旨を表明していない外国人女性。⑥ポルトガルに帰化した者の未成年の子。⑦
ポルトガル国籍を再取得した者。　
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これらの規定を満たしているかどうかは原則的には住民登録（戸籍）を通して確認さ
れる。しかし，マカオにおいて住民登録そのものが整備されるのは，1981年以降であり，
それ以前の未登録の記録に関しては，1900年 1 月 1 日以降にマカオ司教区が記録・保管
していた出生・婚姻・死亡記録などにもとづいて転記されたり，自己申告によって記録
が作成されたりしている。したがって，ポルトガル国籍を取得するために偽りの情報に
もとづいて記録を作成した中国人を含む外国人がいたことも事実である。
1987年政令第14号により新しい「戸籍法」が制定され，同年にマカオ戸籍登録セン
ターの統廃合と基準の統一が実施され，マカオで生まれた人々の国籍の枠組みは形成さ
れていった。
なお，ポルトガルは二重国籍を認めているが中国は原則的に認めていない。しかし，
中国側では中国国籍以外の，またポルトガル側（ポルトガル総領事館）ではポルトガル
国籍以外の国籍を有するかどうかについて追求することはないため，マカオ住民がポル
トガル国籍を失うことなく中国国籍を所持することは事実上可能なのである。そして現
実に両国の国籍を保持する二重国籍者は相当数存在すると考えられる。これらの二重国
籍者の中には，むろん前述のように，ポルトガル人としてのアイデンティティを維持
するための方便として二重国籍の所有者であり続けるというマカエンセもいる。ただし
そうしたマカエンセ以外にも，返還前の体制下でポルトガル国籍を取得した「マカエン
セとしてのアイデンティティを持たないマカオ生まれの中国人」という存在がある。彼
らの中には，EUの一員であるポルトガルの国籍を保持することによって享受できる権
利や利益を維持するために中ポ両国の総領事館で国籍の「かけもち登録」を行っている
人々も多く，しかもそれが中国政府に黙認されているのである。ポルトガル以外の海外
で生活するポルトガル人向けに発行されている新聞『オ・エミグランテ・ムンド・ポル
トゲース』（O Emigrante/Mundo Português）2008年 4 月 3 日付の記事によると，「マ
カオのポルトガル総領事館に登録されているポルトガル国籍者は約13万人でそのほとん
どが中国系である」という情報が記載されている。
2 ）中国返還後のマカエンセを取り巻く社会状況
ａ．マカオ基本法にみるマカエンセの位置づけ
全145条のマカオ基本法の中で，マカエンセに関する最も具体的な記述は第三章「住
民の基本的権利と義務」第42条に見られる。すなわち，「マカオのポルトガル系住民
（注：下線筆者）の利益はマカオ特別行政区によって法律の範囲の中で保護される。彼
らの文化的慣習と伝統は尊重されるべきである。」ここで対象とされる「マカオのポル
トガル系住民」は中国語版では「葡萄牙後裔居民」，ポルトガル語版では“residentes 
de ascendência portuguesa” 英訳すると“residents of Portuguese lineage”となり，意
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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味の上では「ポルトガル人の血を引く（子孫である）住民」であり，国籍に関しては明
言されていないが，当然ポルトガル国籍を有するマカエンセを対象としていることは明
確である。
中国の国籍法では，「中国は多民族による統一国家であり，各民族に属するものはす
べて中国の国籍を有する（第 2 条）」，さらに「中国は中国公民に対し二重国籍を認めな
い（第 3 条）」。中国返還によりそれまでポルトガル国籍と査証を所持していたマカオ住
民の国籍はどのような影響を受けるのか，具体的な条文はマカオ基本法全 9 章の中には
見当たらない。しかし，付属文書Ⅲ「マカオ特別行政区に適用される国家法」11項目の
ひとつに短く「中国の国籍法」と記載がある。この法律に倣えば返還と同時にマカオ住
民は自動的に全員が中国国籍となりポルトガル国籍を所持していた者はそれを失うこと
になる。この問題に関して，日本外務省在香港総領事館は平成12年（2000年） 3 月ホー
ムページ上にて「マカニーズ（筆者注：基本法第42条におけるマカオのポルトガル系住
民＝本論のマカエンセを指す）をめぐる問題」として次のようなコメントを記載してい
る。
マカオ基本法は，中国国籍法はマカオにも適用される。マカオ基本法付属文書III
（マカオ国籍法）を厳格に適用すると，彼らはポルトガル国籍か中国国籍かを選択し
なければならず，「仮に種々不利益を受けるおそれのないように中国国籍を選択する
とすれば，ポルトガル人としてのアイデンティティを保持したいのにポルトガル国籍
を放棄しなければならない」という問題が中ポ共同宣言締結の頃から指摘されていた。
このため，準備委員会では，返還後マカニーズに国籍選択を無理強いしない，選択に
期限を設けないことにより，マカニーズの地位を保証する方向で検討を重ね，1998年
12月の全人代常務委員会で採択された「マカオにおける中国国籍法適用に関する解
釈」において，マカニーズに国籍選択権を認めるとともに，国籍選択前においても基
本的な永住民としての権利を保障することが明確化された。これはマカニーズに国籍
選択を無理強いしないための解釈と見られている。2 ）
全人代常務委員会で採択された「ポルトガル国籍を所持するマカエンセの返還以後の
国籍選択権」に関して，基本法に具体的な記述は明記されていない。その代わりに，第
3 章第24条「永住居民の権利」で中国籍マカオ市民以外にも「マカオ特別行政区成立以
前もしくは以降からマカオに住居を所有し在住するマカオ生まれのポルトガル人」なら
びに「マカオ特別行政区成立以前もしくは以降から現在までマカオに最低でも連続 7 年
間在住しマカオに住居を所有するポルトガル人」に対してマカオの永住権を与えること，
2 ）日本外務省在香港総領事館ホームページ（平成12年 3 月版）マカオ概況　 6 ．マカニーズをめぐる問題
http://www.hk.emb-japan.go.jp/macau1_j.html
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ならびに前述の第42条「マカオのポルトガル系住民の保護」によってポルトガル国籍の
マカオ住民であるマカエンセに事実上無期限の国籍選択の自由を与えている。
このように，マカオ基本法では返還後もマカオ政府はマカエンセのポルトガル国籍の
保持を認め，ポルトガル的アイデンティティを保護すると同時に，中国籍マカオ住民が
持つ権利を同様に付与することを約束している。
しかし，ここで忘れてはならないのは，ポルトガル国籍者の行政参加には制限が設け
られているということである。現在，立法会議員の資格には永久居民のほかに中国籍で
あることは義務付けられておらず，実際にマカエンセの立法会議員も存在する。しかし
同時に，基本法第 3 章「住民の基本的権利と義務」第21条には次のように記載されてい
る。「マカオ特別行政区の住民のうち，中国籍市民が法律の定めるところにおいて国家
事業の運営に参加する。マカオ特別行政区の住民のうち，中国籍市民が全人代議員をマ
カオにおいて選出する。同議員は議席数と全人代によって決定された選抜方法にのっと
り，国家権力最高機関の事業に参加する。（注：下線筆者）」すなわち，ポルトガル国籍
のみを保持するマカエンセには「国家事業の運営と全人代議員の選挙への参加権利」は
付与されない。
また，行政（マカオ行政府），立法（立法議会），司法（「法院」として初級・中級・
終審の三審制となっている）の三権すべてにおいて，決定権を持つ行政長官，立法議会
主席・副主席，終審法院院長は全員中国籍であることが義務付けられている（第46条，
第72条，第26条）。さらに，マカオ行政府の主要閣僚はマカオに少なくとも連続15年以
上住んでいる永久居民のうちの中国籍市民でなくてはならない（第63条）。
以上のことから，マカオの政治体制の根幹のひとつである「澳人治澳」，すなわち「マ
カオの地元民によるマカオの統治」で述べている「澳人＝マカオの地元民」に，ポルト
ガル国籍のみを保持するマカエンセは厳密な意味で該当しないことになる。
ｂ．マカエンセ関連協会・組織の活動と現状　
中国返還が決定された後，マカオでは従来のマカエンセ関連組織に加え，中国政府の
支援によって複数の協会が設立され，伝統的なマカエンセファミリー出身の著名なマカ
エンセたちが中心となって会長や理事に就任した。各組織のホームページを見ると，会
長・理事をはじめとする役員はほぼ限定されたメンバー（おもに40代以降）が兼任して
いることがわかる。これらの組織はヨコの連携を維持しマカエンセ・コミュニティのま
とめ役として機能している。なお，これらの協会は一般的に理事会と総会から構成され，
代表者にはそれぞれを統括する理事長と会長が存在する。
現在，マカエンセがトップの座にあるマカエンセ関連組織は主要なもので 7 ～ 8 あ
ると考えられるが，ここではAPIMの略称で知られ，マカオ内のポルトガル語教育の推
進とマカオ文化の継承を目的とするほか，海外在住（ディアスポラ）のマカエンセ・
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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コミュニティとの文化交流を推進しているマカエンセ教育推進協会（ポルトガル語：
APIM-Associação Promotora da Instrução dos Macaenses, 中国語：澳門土生教育協進
會）の活動内容について詳しく紹介する。
［マカエンセ教育推進協会（ポルトガル語：APIM - Associação Promotora da Instrução 
dos Macaenses, 中国語：澳門土生教育協進會）］
マカエンセ関連の協会としては最も古く，1871年に創設された。APIMの歴史はマカ
オにおけるポルトガル語教育と深く関係している。1800年代の前半まで，マカオにおけ
る学校教育はおもにキリスト教会が運営するセミナリオ（神学校）が中心になっておこ
なわれていた。特に外国人イエズス会神父が教師をつとめるサン・ジョゼ・セミナリオ
は歴史も長く高いレベルの教育をおこなっていた。しかし1870年宗教教育に関するポル
トガルの国家的方針が変更され，マカオのすべての学校から外国人教師を追放する命令
が発布された。この命令は教育を外国人教師に依存していたマカオに大きな衝撃と将来
への不安をもたらした。当時の（マカエンセの）若者たちは教育をうけたのちおもにマ
カオで公務員となるか香港・上海にわたって企業で働いていたが，職場におけるより高
い地位を獲得するために商業・貿易分野における教育機関の開設が叫ばれ，こうして
1871年，19名のマカオ市民によって教育の推進を主目的とする本協会が設立された。
さらに伝統的マカエンセ・ファミリーの出身であり，サン・ジョゼ・セミナリオで
中国語を教えていたマカエンセのペドロ・ノラスコ・ダ・シルヴァ（Pedro Nolasco da 
Silva, 1842-1912）らの尽力により1878年 1 月に商業学校（Escola Comercial）が開設
され，その名にダ・シルヴァの名を冠した。商業学校は1998年に廃校となるまでの120
年間，APIMが一貫して経営していた。1998年政令によってポルトガル語で教育をお
こなう小・中・高等学校は一校に統合されることになり，新たに「ポルトガル語学校
（Escola Portuguesa）」の名称で新学校が開設され，ポルトガル語学校財団（Fundação 
da Escola Portuguesa）が経営母体となり， 5 名の役員のうち副会長がAPIMから出さ
れることとなった。
現在，本協会は前述の「ポルトガル語学校（Escola Portuguesa）」の運営への参加，
ポルトガル語・ポルトガル文化と中国語・中国文化の普及活動の推進，特別講座の実施
や芸術・専門分野の教育活動，学校食堂の維持や低所得者層への物資援助や奨学金支給，
現在一校のみとなっているポルトガル語教育による幼稚園の運営など，教育分野におけ
る活動をおこなっている。会長はマカエンセ（中国籍を選択）であり，役員には著名な
マカエンセの名がずらりと並ぶ。
APIMは教育部門以外にも，2004年からマカエンセ・コミュニティ理事会（ポルトガ
ル語：Conselho das Comunidades Macaenses, 中国語：澳門土生國際聯誼會），2007年か
らマカオ・ガストロノミー協会（ポルトガル語：Confraria da Gastronamia Macaense, 
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中国語：土生葡人美食聯誼會）を協会内に設置している。マカエンセ・コミュニティ理
事会は，「カーザ・デ・マカオ」（ポルトガル語：Casa de Macau, 「マカオの家」の意味），
「ルジターノ・クラブ（ポルトガル語：Lusitano Club, 「ルジターノ」はポルトガル人の
別称）」などの名称で統合されている海外在住のマカエンセ・コミュニティとヨコの連
携を維持し，返還前から数回開催されていたディアスポラのマカエンセとその子どもた
ちを中心とした交流会（Encontro）の企画・開催を理事会設立以降担当している。カー
ザ・デ・マカオは日本でいう県人会と似通った組織で，オーストラリア，ブラジル，カ
ナダ，香港，ポルトガルの計12箇所に支部を持つ。ごく最近では，2007年11月に交流大
会が開催され，昼食会や夕食会，写真展，パトゥア語演劇，講演会，コンサートなどを
開催するほか，海外生まれの若い世代のマカエンセのために市内観光や大学訪問，マ
カエンセ同士の交流会など特別なプログラムが準備された。参加者の正確な人数や性別，
年代などの詳細に関する資料は入手できなかったが，一週間にわたって開催された大会
にはマカオ在住のマカエンセを含めた100名以上が参加し，協会側としては成功裡に終
わった。なお，今回の聞き取り調査では，同協会のマカエンセの会長ならびに会長秘書
の男性にインタビューをすることができた。
この他，主要なマカエンセ関連組織として，以下のものがある。
［マカエンセ協会（ポルトガル語：Associação dos Macaenses, 中国語：土生葡人協會）］
1996年創設。マカエンセ間の結束の強化と文化的アイデンティティの保持，マカエン
セ・コミュニティの尊厳を守ることを主目的とする。現在の会長は有名なマカエンセ・
ファミリー出身の40代男性で，弁護士を本業とするほか前述のパトゥア語の演劇集団
（Doci Papiáçam di Macau）を率いる劇作家として，若い世代のマカエンセのリーダー
的存在である。会員規則には「協会の主義や活動に同意し，マカエンセの文化，伝統，
生活習慣などに親しいこと」とあり，特にマカエンセとしての資格審査などがあるわけ
ではない。活動内容は会員同士の交流，ポルトガル語とポルトガル文化に関する講座の
開催，他のマカエンセ関連団体とのイベント共催，慈善団体への寄付活動などがある。
［マカオの退職者および年金生活者のための協会（ポルトガル語：APOMAC-Associação 
dos Aposentados, Reformados e Pensionistas de Macau, 中国語：澳門退休，退役及領取
撫恤金人士協會）］
2001年創設。マカオ住民の定年退職者および年金生活者のための協会。会長・理事長
ともに伝統的なマカエンセ・ファミリー出身の著名なマカエンセ。施設内に会員のため
の食堂，娯楽室，クリニック，ジム，マッサージ室などが完備されている。健康相談や
予防接種，自宅訪問など高齢者への福祉活動のほか，夕食会やツアー旅行など協会員ど
うしの交流がおこなわれている。協会員規約には特に会員となるための資格はない。会
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
55
長の談話によれば，中国返還が一般に公表された1990年代前半以降，ポルトガル国籍を
持つマカエンセ公務員の退職後の社会保障（年金）に関する明確な方針がポルトガル政
府から打ち出されなかったことに対して大規模な抗議活動が行なわれ，最終的に退職者
年金に関する指針を得ることができ，この運動を機に本協会が設立された。
［マカオ国際研究所（ポルトガル語：Instituto Internacional de Macau, 中国語：澳門國際
研究所）］
1999年創設。ポルトガル統治時代，マカオ総督副官として総督不在時には総督代理を
つとめ，マカエンセとしてはトップの地位にあった人物が会長を務める。世界の文化・
学術・教育機関と40以上の協定を締結し，ディアスポラのマカエンセの活動支援，マカ
オとマカエンセに関する論文・書籍の出版助成，講演会活動など幅広い面での活動をお
こなっている。
このほか，世界のポルトガル語圏諸国との交流を目的とするマカオ・クラブ（ポル
トガル語：Elos Clube de Macau），て著名なマカエンセのアーティストが会長をつと
め，現代アートを中心に展覧会などを開催しているマカオ文化友の会（ポルトガル語：
Círculo de Amigos da Cultura de Macau　中国語：澳門文化之友協會），マカエンセ関
連組織としては最も古い歴史を有するカトリック教会運営の慈善施設である救貧院（ポ
ルトガル語：Santa Casa da Misericórdia, 中国語：仁慈堂），前述のパトゥア語 3 ）演劇
グループであるDoci Papiáçam di Macauがある。
ｃ．現代に生きるマカエンセの世代別アイデンティティの特徴
ここでは，先行研究であるカブラルとロウレンソによるEm Terra de Tufões– 
Dinâmicas da Etnicidade Macaense『台風の地にて―マカエンセのエスニシティ，その
ダイナミズム』〔Cabral and Lourenço 1993〕第四章で詳しく分析されたマカエンセの
世代別アイデンティティの特徴を，本文より抜粋・翻訳する形で紹介する。
本書によれば，マカエンセたちのアイデンティティに大きな影響を与えたと考えられ
る歴史的事件は①太平洋戦争（1941-45），②文化大革命（1966年，中国大陸本土）に影
響を受けて起こった 1 ・ 2 ・ 3 事件（マカオ事件），③ポルトガルの民主革命（1974年
4 月25日，カーネーション革命ともいう），④マカオに関する中ポ共同宣言，の四件で
3 ）ポルトガル人が到来した16世紀半ば以降，中国をはじめとするアジアならびにアフリカ諸国出身の多様なエ
スニック集団の人々が混在してきたマカオで，母語が異なる人々の共通語として一般的に話されていたクレ
オール語。20世紀初頭以降使用されなくなり，消滅の危機にある言語であるが，現在復興運動が起こっている。
パトゥア語と同演劇グループに関する記述は「中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容―
マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から―（ 1 ） 5 ．マカオ略史」（流通経済大学流通情報学部紀要
Vol.14, No.2, 2010.3 通巻第27号, p.58-59）を参照のこと。
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ある。本書は1993年に上梓されているため，1999年の中国返還は「未来の出来事」とし
て言及されているが，当然マカエンセにとっては重大な事件のひとつに加えられるべき
であろう。
世代の分類に関しても，本論文執筆現在とは15年以上のギャップが生じているため，
現時点でもっとも新しい世代（～20代）に関しては記述されていない。20代までの若者
世代の特徴に関する先行研究は今回入手することができなかったため紹介することが
できないが，今後のマカエンセの進む方向を決定するであろう若者層の動向について
フィールドワークにおけるインタビューや資料をベースに筆者の考察を加え，終章にま
とめる。
なお，カブラルとロウレンソによる各世代の記述に関し，以下ポルトガル語の原文を
ほぼ忠実に翻訳した。ただし，直訳の文章が日本語としてわかりづらい箇所には加筆・
修正をおこなった。また，とくに第二次世界大戦中の史実の誤認が明らかな箇所に関し
ては，それを指摘せず筆者が訂正する形をとった。
世代①　1920年代末～1940年代初頭生まれ
この世代に関して，カブラルとロウレンソは次のように述べている。
この世代は，幅はあるものの基本的に第二次世界大戦（太平洋戦争）に青春期・幼少
期を過ごした人たちである。1937年 7 月に勃発した盧溝橋事件の直後，戦火は上海に飛
び火して日本軍は上海を攻略・占領した。日本はさらに英領であった香港を真珠湾攻撃
直後の1941年12月から占領し，両都市以外の中国の主要都市をも支配下に置いた。日本
占領下，上海と香港，さらに中国南部に在住していたポルトガル人コミュニティは追放
されてマカオに流入した。中国南部に住むマカエンセたちがこのような形で集まったの
は1840年香港誕生以降初めてのことだった。コミュニティの中でも明暗が分かれた。戦
争を契機に商売を成功させて戦争成金となった者もいれば，すべての財産を失い飢えに
苦しむ者もいた。また香港社会のエリート層として生活していたが莫大な財産を失い打
撃を受けたマカエンセ・ファミリーもいた。道には飢餓や病気で苦しむ人々の姿が多く
見られた。終戦後，多くのマカエンセ・ファミリーがそれぞれの土地に戻ってゆき，マ
カオの社会経済は一気に停滞した。結果的にこの世代は青年期を不況のもとに過ごした
ことになる。占領は受けなかったものの，戦争の屈辱と戦前のポルトガル政治体制の不
安定さに将来を憂慮した多数のマカエンセが終戦直後に国外に移民した。特に上流階級
（エリート）のマカエンセ・ファミリーはポルトガルもしくはポルトガル領アフリカに
移民した者が多かった。とはいえ海外への移民を選択したのは移民先での社会・経済状
況がマカオでの生活よりも安定していることを確信できる者ばかりであって，「持たざ
る」者たちはマカオに残るしか方法はなかった。
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こうしてマカオに残ったこの世代のマカエンセは働き盛りの世代としてエスニック上
の独占体制を築き上げた。この世代のうち，ごく限られた若者のみ，すなわちマカオの
高校を卒業後，ポルトガルの大学に進学することができた（裕福な家庭出身の）者だけ
がマカオに戻った後，自由に職業を選択することができた。こうした若者たちがこの世
代のエリート層を作った。一方，一般のマカエンセにとって，地元でありながら，マカ
オにおける職業の選択肢は非常に限られていた。公務員職という限定された職業におい
ては（伝統的に一種の）「特権」を享受してはいたが，逆にそれ以外の職業に就くのは
ほぼ不可能であった。当時，商業関係の仕事は中国人コミュニティに握られていたから
である。よって，一般人のマカエンセはマカオで公務員職に就くか，もしくは香港など
に出て商業関係の仕事に就くしかなかった。しかも，「特権」とは言え不況下で公務員
の給料は低かった。
また，マカオ在住の中国人コミュニティの中にも格差が存在した。1950年代まで中国
本土からの難民が流入していたこともあり，ほとんどの中国人住民は貧しい生活を強い
られていた。いっぽう富裕階層の中国人はマカエンセのエリート層と手を組んで，賭博
や金，アヘンの密輸業を支配していた。
このような状況は1950年代半ばから変わり始めた。この時期，香港が急速な発展を遂
げ，特に香港上海銀行では就職担当者にマカエンセがおり，マカオの中学校を卒業した
多数のマカエンセを受け入れた。しかしその後香港のイギリス支配体制が崩れ，中国人
の労働条件が好転して中流階層が生まれると，香港での就職状況はマカエンセよりも中
国人中流階級にとって有利に働くようになった。こうした流れに押され，50～60年代に
マカオを出たマカエンセの多くが新たに英語圏の国々（オーストラリア，カナダなど）
に移民をするようになった。現在ディアスポラとしてこれらの国々に生活するマカエン
セにはこの世代の者が多い。
共産主義体制のもとに中華人民共和国が誕生した1949年から，文革が起こった1966～
1967年の間，マカオのポルトガル人コミュニティと中国人コミュニティの間に緊張感が
高まった。またこの時代，ビジネス界をベースに中国人のエリート層が生まれ，それま
でマカオ社会の中流階級を独占していたマカエンセとの間に軋轢が生じるようになった。
この世代のマカエンセはポルトガルの植民地主義体制のもと，マカオの歴史を築き上げ
てきた正統なマカオ住民は中国人ではなく自分たちだという誇りを有し，逆に中国人住
民は社会的差別を受けていた。しかし，マカオにおける中国人のプレゼンスは日に日に
増大し，みずからの市民としての正統性を求める中国人コミュニティとかれらの自由な
行動や公務員職の獲得を制限しようとするマカエンセ・コミュニティの間で度々小競り
合いが生じた。　
中国人中流階級の台頭に脅威を感じていたマカエンセがそれを阻止するために日常的
におこなっていた差別的行為が中国人住民の不満を募らせ，ついに集団行動となって爆
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発し暴動に発展したのが1966年に起こった「 1 ・ 2 ・ 3 事件」（マカオ事件）であった。
ポルトガル当局がもはやマカオにおける中国人勢力をコントロールすることができなく
なっていたことはマカエンセにとって屈辱的な現実であった。ある意味で言えば，この
事件以降，マカオの中国返還へのカウントダウンが始まっていたと言える。中国人コ
ミュニティはますます勢力を拡大し，マカエンセ・コミュニティとの間の不穏な空気は
数年間続いた。この事件後，おもにエリート層に位置するマカエンセ・ファミリーの中
でいわば衝動的に海外移住を決める者も多く見られた。
1970年代に入り，ポルトガルの無血革命（1974年），毛沢東の死去（1976年）など，
アジア太平洋地域の急激な経済発展といった歴史の波を受けてマカオは今一度活気を
取り戻した。このマカオの経済発展はおもに香港出身の中国人資本家によってもたらさ
れた。経済発展は公的部門にも及び，マカエンセがこの部門での勢力を再度持ち直した。
こうして公的部門ではマカエンセが，民間部門では中国人が勢力を獲得し，両者の経済
的な基盤が異なったことから，1980～90年代は懸念されていたようなエスニック上の衝
突は起こらなかった。
1980年代，あまり昇進を期待できないと考える公務員職のマカエンセの多くが，将来
マカオを去ることを想定し，移民先で豊かな暮らしをするために早期退職し一般企業の
管理職に移って財産を増やそうとする傾向が見られた。
世代②　1940年代半ば～1950年代生まれ
次の世代に関して，カブラルとロウレンソは次のように述べている。
この世代は1966年の「 1 ・ 2 ・ 3 事件」（マカオ事件）の頃に教育を受け終わった人々
である。文化大革命による中国人勢力の急激な台頭を目の当たりにしたこの世代のマカ
エンセの中には，海外に移住した者も多く，マカオに残った者は別の「より安全な場
所」を探しながら，中国人コミュニティに対して前の世代よりも協力的な姿勢を持つよ
うになった。いわば「新しいマカエンセ」の出現である。彼らはそれまで伝統的マカエ
ンセ・ファミリーによって先導されていたマカエンセ・コミュニティに新しい政治経済
的秩序と家族形態をもたらした。ポルトガルの1974年革命後，中国本土の状況が落ち着
いた頃からより機能的・近代的な行政体制への見直しがおこなわれた。1979年以降中国
の緩和政策により大量に流れ込んできた本土の中国人マカオ移民にも対応する態勢が取
られた。
ポルトガル革命後最初のマカオ総督G. レアンドロは1980年代にその後のマカエンセ
に大きな影響を及ぼす政策を打ち出す。それはポルトガルから帰国したマカエンセに
（それまで本国のポルトガル人によって占められていた）マカオ総督府内のポストを与
えるというものであった。マカオ行政の構造を根本的から変えたこの方式にのっとり，
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ポルトガルで大学教育を終えたマカエンセの若者たちがマカオに戻りこの世代のマカエ
ンセのエリート層を形成した。この時代，マカオでは急激な経済発展が起こり，それと
ともに人口も急増した。また行政構造においても，1974年にマカオ総督以下補佐官 4 名
と10部署から構成されていた総督府は，1991年には補佐官 7 名と61部署に拡大するまで
になった。1980年代，前述のエリート層の若者たちはマカオの行政職をほぼ独占し，彼
らによってマカエンセ・コミュニティはふたたびエスニック上の独占体制を敷き香港開
港前以上の繁栄を誇り，行政職以外にも文化関係者，作家，編集者，デザイナーなどの
新しい分野でも活躍する人材を輩出した。
同時にマカエンセと中国人の中流階級が接近し，前の世代のようにキリスト教に基づ
いた西洋文化とポルトガルの植民地政策を頑なに守るのではなく，異文化が交わる場と
してマカオを形成していこうという新しい姿勢がマカエンセのあいだに作られていった。
経済発展の恩恵を受けたのはエリート層だけではなかった。マカエンセが伝統的に専門
性を持っていた，仲介役としての需要が拡大し，彼らの前の世代までは中国人コミュニ
ティによって独占されていた商業・サービス業部門にもマカエンセが進出した。この世
代のマカエンセはポルトガル人の血を引くというエスニック上の特徴がすでにマカオ社
会において社会的な安定性を保証しないことをよく認識していたため，中国人と敵対す
るのではなく，逆に手を結ぶ道を選んだ。1980年代，マカエンセにエスニック上の独占
体制を保持させたものは，もうすでに「ポルトガリダーデ」4 ）ではなく，「異文化コミュ
ニケーション能力」，言い換えればポルトガル語の読み書き，会話とともに広東語の会
話をこなせるというマカエンセの言語能力であった。
世代③　1960年代～1970年代生まれ（現在30代～40代後半）
カブラルとロウレンソは，1993年の論文発表当時もっとも若い世代であった人々につ
いてこのように述べている。
中国返還の年（1999年）に20代～30代の働き盛りを迎えたこの世代は，1987年の中ポ
共同声明によって中国返還が周知の事実となって以降，当然のごとく自らの将来につい
て真剣に考えざるを得なかった。公的にはポルトガル語が公用語として残り，ポルトガ
ル人としての権利は返還後50年間守られることがマカオ基本法で約束されていても，強
力な国民国家であり共産主義国である中国に吸収されること，そして去っていくポルト
ガルがマカオに残るマカエンセの生活の現状維持を明確に保証しなかったことは，返還
後もマカオに残ることの危険性をマカエンセに強く感じさせた。公務員社会で「ポルト
4 ）マカエンセの精神的表徴をあらわす「ポルトガルとの深い精神的な絆，つながり」を指す。中国返還後の
マカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容―マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から―（ 1 ） 2 ．
マカエンセとは（流通経済大学流通情報学部紀要Vol.14, No.2, 2010.3 通巻第27号，p.31-32）参照。
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ガル語を話す」言語能力を有することによって特権を享受し，中流階級の中国人コミュ
ニティの介入を阻止してきたマカエンセは，返還とともにその座を明け渡さねばならな
いことをよく認識していた。
苦労を重ねてきた祖父母・両親の世代に比べ，一般的に生まれたときから比較的恵ま
れた環境にあったこの世代は，返還以前もしくは直後にマカオを「放棄する」ことを
前提としていた。Albert Yeeは1989年，著書“A people Misruled: Hong Kong and the 
Chinese Stepping-Stone Syndrome”〔注：引用者（内藤）は残念ながらこの著書を入手
していない〕で中国の共産主義体制に不信を抱く本土の中国人が自由と安定した生活を
獲得するために香港・マカオにまず移民することを「踏み石シンドローム」と呼んだが，
それと同じことがこの世代のマカエンセとマカオの中国人にも見られた。カブラルとロ
ウレンソは1989～1992年のフィールドワーク中にポルトガル語学校の 8 年生（13～15
歳）に「未来の自分」についてイラストを描かせたところ，ほとんどの生徒が「マカオ
を去った自分」を想像し，「マカオに残るとしても，それは裕福になるまで稼ぐため」
という，将来の安定した生活を獲得するための「踏み石」としてマカオをとらえていた
者がマカエンセおよび中国人いずれの出自の生徒にも多く見られた。
また，返還前，若いマカエンセのカップルが結婚式以前にポルトガルの首都リスボン
や，家族が住む外国に住居を購入するのが通例となっていた。これは返還以前，公務員
のマカエンセの多くが政府に斡旋された公務員住宅に住んでいたことにも関係していた。
このようにして，1987年の中ポ共同宣言以降，ほとんどのマカエンセが外国に家を購入
して主要な財産を蓄えておき，マカオでは必要最小限の生活を送っていた。この現象は
中国人富裕層にも見られた。
1980年代にマカオで教育を受けたこの世代は，将来の安定性を確保するために前の
世代よりもさらに緊密に中国人中流層と結びついた。また1970年代以降マカエンセと，
「ポルトガル文化とは関わりのない」中国人との婚姻が急増したことにより，この世代
を中心とした新しい家庭生活から人種面，文化面，精神面におけるポルトガル的要素の
希薄化が始まっている。彼らの親にあたる世代の多くが1950～60年代にポルトガル語学
校で教育を受け「ポルトガル人エリート」であることを自負し「ポルトガリダーデ」を
アイデンティティの中核としているのに対し，この世代にはこうしたポルトガル的アイ
デンティティから逆に離れていこうとする傾向が見られる。とはいえ，それはこの世代
が中国人化し，マカエンセとしてのエスニック・アイデンティティを失っているという
ことにはつながらず，逆に彼らは前の世代よりもマカエンセであることのアイデンティ
ティを強く感じるようになっている。カブラルとロウレンソはこの世代の象徴的なアイ
デンティティとして，1990年代初頭におこなったフィールドワーク中にひとりのイン
フォーマントから得た「我々は中国人でもなく，またポルトガル人でもない，ひとつの
別な人種である」というコメントを挙げている。
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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以上，カブラルとロウレンソの著書Em Terra de Tufões–Dinâmicas da Etnicidade 
Macaense『台風の地にて―マカエンセのエスニシティ，そのダイナミズム』〔Cabral 
and Lourenço 1993〕からマカエンセの世代別アイデンティティに関する記述を抜粋・
翻訳（一部加筆・修正）した。
現在30代～40代後半の働き盛りの世代は，中国返還後のマカオ社会の方向性が，仕
事・結婚・子育てなど，自らの生活にもっとも直接的な影響を受ける世代でもあるがゆ
えに，ポルトガル人コミュニティと中国人コミュニティのはざまに立ちながらも，同時
にいずれにも偏らない独立した「マカエンセ」としてのエスニック・アイデンティティ
を持ち始めている。この世代に現れた新しいマカエンセのエスニシティに関しては，終
章で改めて考察する。
7 ．マカオにおける聞き取り調査（16名のマカエンセへのインタビュー内容）
本章では2008年 3 月16日～30日の15日間，マカオにおいて実施したフィールドワー
ク中に実施したインタビューの結果を分析しマカエンセのエスニック・アイデンティ
ティに関する考察を行なう。フィールドワークの主目的は，①マカオ在住のマカエンセ
へのインタビュー，②マカエンセ関連団体や組織の訪問，③マカオにおけるポルトガル
語教育に関する調査，の三点であった。今回のフィールドワークにあたってはマカオ財
団（中国語：澳門基金會，ポルトガル語：Fundação Macau ）の助成を受けたほか，滞
在中は在マカオ・ポルトガル領事館のペドロ・バイロッテ氏の協力を得た。また，ディ
アスポラで現在日本に在住するマカエンセ，A・K氏からも多くのマカエンセの友人･
知人の紹介を得た。なお，今回は中国語（広東語）しか話さないマカエンセへのインタ
ビューは実施できなかった。
最終的に 5 ヶ所のマカエンセ関連団体組織を訪問し，これらの組織の代表者と職員を
含め，20代から60代まで計16名に対し， 1 名を除き各 1 回ずつインタビューを実施した。
フィールドワークとしては充分とは言い難いが，短期間の滞在の中ではある程度充実し
た結果を得ることができた。
また，マカオでのフィールドワーク以外に，①マカオ在住のマカエンセ 2 名による
「マカエンセのエスニック・アイデンティティ」に関する参考意見（ｅメール，2008年
3 月），②ポルトガル在住のディアスポラのマカエンセ1名によるマカエンセのアイデン
ティティに関する参考意見（ｅメール，2008年 7 月），③上述の日本在住のディアスポ
ラのマカエンセA・K氏にインタビューを実施した（2008年 6 月）。このうち①はマカ
エンセのエスニック・アイデンティティに関する自由意見であり筆者からの質問に答え
るという形ではないこと，②と③は今回本論では取り上げないディアスポラのマカエン
セのケースであるという理由から，フィールドワーク中のインタビュー結果には含めず，
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あくまで参考意見として捉えるものとする。
なお，上記のインタビュー・ｅメールによる参考意見の全内容は別途記載する。5 ）
1 ）インフォーマント16名のプロフィール・インタビュ－形式・質問内容
全16名のインフォーマント16名の分類別プロフィールは以下の通りである。
・年代：20代… 2 名，30代… 1 名，40代… 4 名，50代… 4 名，60代… 5 名
・性別：男性…14名，女性… 2 名
・職業：協会会長もしくは理事… 6 名，公務員，教員，ボランティア…各 2 名，
　　　　 議会議員（兼協会理事）・公認会計士（元協会会長）・銀行員・フリーランス
のアートディレクター（元マカオ政庁専門職）…各 1 名
・マカエンセとしての知名度：著名人… 8 名，一般人… 8 名
聞き取り調査の形式は基本的に次のようなものであった。まず，インタビューの場所
は各インフォーマントの指示する場所（オフィス，自宅，レストランなど）とした。最
終的に三地区からなるマカオのうち，メインランドであるマカオ半島でのインタビュー
が15件，マカオ半島の隣の島であるタイパ島でのインタビューが 1 件となった。使用言
語はポルトガル語が15件，英語が 1 件で，すべて通訳なしで質疑応答をおこなった。ほ
とんどのケースがインフォーマント対筆者の一対一であったが，マカオの主要団体組織
の会長職にある二名のインフォーマントは秘書を同伴させていた。インタビュー時間は
先方の都合に合わせ，短い場合は約20分，長い場合は 2 時間近くに及ぶこともあったが，
平均的には 1 時間前後というケースが多かった。
インタビューにおいては，まずインフォーマントが「自分はマカエンセである」とい
うエスニック・アイデンティティを持っていることを確認したうえで下記の質問をおこ
なった。その際「あなたにとってマカエンセとは誰のことを指しますか？」を必ず最初
の質問とし，他の質問はインタビューの流れによって適宜変更した。また，なるべく
インフォーマントにリラックスして自由に語ってもらうことを重視したため，すべての
質問をすることが不可能であったケース，質問に対して直接の回答が返ってこなかった
ケースも多数あった。おもな質問内容は下記のとおりである。
1 ．インフォーマントにとって，マカエンセとは誰のことを指すか？ 6 ）
2 ． インフォーマントのマカエンセとしてのエスニック・アイデンティティの中に，
5 ）流通経済大学社会学部論叢Vol.21, No.2, 2011.3 通巻第42号に記載。
6 ）マカエンセとは誰のことを指すか，その「正式な」定義は存在しない。一般的に考えられているマカエンセ
のエスニック表徴に関しては，中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容―マカオ在住マカ
エンセ16名への聞き取り調査から―（ 1 ） 2 ．マカエンセとは（流通経済大学流通情報学部紀要Vol.14, No.2, 
2010.3 通巻第27号，p.28-32）を参照のこと。
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「ポルトガリダーデ」（ポルトガル語：portugalidade, ポルトガル的な精神性や価値観，
ポルトガルとのつながり）を感じるか？
3  ．返還後 8 年が経った今（注：2008年 3 月当時），返還前と比較して，マカエンセの
生活とエスニシティに何か変化があったか？　また，インフォーマント自身はどう
だったか？
4 ．マカエンセとそのエスニシティの未来はどうなると思うか？
これらの質問に絡め，可能な範囲で各個人の家族構成，受けてきた教育と従事してい
る（または従事した）職業といったライフヒストリーを語ってもらった。個人のライフ
ヒストリーの語りはインタビューの非常に重要な部分であるが，今回のフィールドワー
クでは実質 2 週間という滞在期間の都合上， 1 名を除く全員が一回限りのインタビュー
であり，プライバシーに関する内容でもあるため，筆者の問いかけにも関わらずライフ
ヒストリーを語ろうとしないインフォーマントに対しては断念せざるを得なかった。
なお，インタビュー時，上記の質問をする際には，やや専門的な語彙と思われる「エ
スニシティ」の代わりに「アイデンティティ」を用いた。そのため，以下，事例として
紹介する回答の中で，実際は「エスニシティ」を指す内容であってもすべて「アイデン
ティティ」と記載していることを了承されたい。
今回のフィールドワークにあたって，筆者が実感したのはマカエンセ・コミュニティ
の存在の大きさである。フィールドワーク以前に個人的にマカエンセの人々とインタ
ビューのアポイントメントを取ろうとしても返答を得ることができず，また，筆者が助
成を受けたマカオ財団（現在マカオに存在する財団の中でもっともマカオ文化関連研究
に関する助成をおこなっている。会長はポルトガル語が堪能な中国人の歴史学者，職員
は中国人）もインタビューのアポイントメントに協力をしてくれてはいたが，最終的に
ほとんど成功しなかった。結局出発前に聞き取り調査への協力を約束してくれたのは以
前から筆者の知人であったフリーのアートディレクター 1 名と，日本在住のマカエンセ
A・K氏の友人 2 名のみで，残りの予定はほとんど立てることができないまま，大きな
不安を持ってわずか15日間のフィールドワークに出発した。しかし，実際にマカオに到
着してみると，出会ったひとりのマカエンセが，インタビューの場で別のマカエンセに
直接の電話によって筆者を紹介し，あっという間に数日内のインタビューを設定してく
れる，というケースがたびたび生じた。これは一般人のマカエンセに対してだけでなく，
いわゆる著名人のマカエンセに対しても同様であった。筆者が自分の履歴書を沿え，丁
寧な文面の依頼文書をもって送付しても何らの返答もなかった「著名人」のマカエンセ
が，ひとりの知人からの「ここにマカエンセを研究している日本人がいるので協力して
くれないか」という電話でいとも簡単にインタビューを承諾してくれたことは，マカ
エンセ・コミュニティのヨコのつながりと連携が現在もなお強いことを証明するもので
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あった。
最終的にインフォーマントの男女別の数は非常にアンバランス（男性14名・女性 2
名）であったこと，年代別では40代～60代が中心（16名中13名）となり，30代までの若
い世代の生の声を多く聞くことが叶わず残念であった。特にこれからのマカオを担う10
代・20代のマカエンセに対する実地調査を次回以降に実施したいと考えている。
偶然ではあるがマカオでマカエンセとして知名度の高い「著名人」と，いわゆる「一
般人」のインフォーマントが同数の 8 名ずつであった。インタビューを通して，「著名
人」はマカエンセのエスニシティに関する同様の取材を受けることが多いためか，また
その社会的立場を考慮してか，全般的に個人的な心情を語る場面が少なく，質問に対し
ても当たり障りのない（ありきたりな）回答を用意している人物が多かったという印象
を受けた。特に政治的な立場にいる人物は中国政府との関係を意識した優等生的な答え
が多かったように感じた。それに比べていわゆる「一般人」のコメントはそれぞれの年
齢や経歴，職業によって異なる意見が多く見られた。
2 ）各質問に対するインフォーマントの回答と分析・考察
ａ．インフォーマントにとって，マカエンセとは誰のことを指すか？
　（正確な質問内容：あなたにとって，マカエンセとは誰のことを指しますか？）
インフォーマントがインタビュー開始直後から語り始めた場合を除き，最初にこの質
問を投げかけた。言い換えれば「マカエンセの定義となる条件は何か？」というこの質
問に対して，インフォーマントによってさまざまな態度が見られた。躊躇せずに明確に
具体的な答えを述べる者，質問に対する直接の答えとは考えにくい非常に抽象的な言葉
を並べる者，さらにはマカオとマカエンセの歴史を16世紀から現在まで語り相当な時間
をかけて答える者，また最終的に答えを出さない者などさまざまであった。
この質問の重要な点は，「一般的なマカエンセの定義は何だと思うか」という質問で
はなく，「インフォーマント個人にとってマカエンセとは誰のことを指すか」というこ
とである。すなわち，インフォーマント自身のマカエンセとしてのエスニック・アイデ
ンティティに対する認識がこの回答に如実に表れるはずである。
複数回答は次の 6 点である。なお，複数回答可・自由回答形式をとったため，回答総
数とインフォーマントの総数（16名）は一致しない。
1 ）マカエンセとしての文化を継承していること（以下の回答を含む）……………14
　　・ポルトガル式の教育を受けていること
　　・ポルトガル語を話すこと
　　・ポルトガルと中国両方の文化を持っていること
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容
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　　・ポルトガル文化の中で育ったこと
　　・「ポルトガリダーデ」を自分の中に持っていること
　　・生活様式（慣習や料理）がポルトガル式であること
2 ）マカオを愛し，マカオとの深いつながり・かかわりがあること（同上）……… 8
　　・マカオに深い愛着心があること
　　・マカオを故郷と思っていること
3 ）マカオ生まれであること……………………………………………………………… 6
4 ）自分がマカエンセであるというエスニック・アイデンティティを持っていること
………………… 4
5 ）マカオに定住していること（以下の回答を含む）………………………………… 4
　　・マカオに根を張っていること
　　・マカオの住民全体
6 ）ポルトガル人の血を引いていること（以下の回答を含む）……………………… 2
　　・ポルトガル人と中国人の両方の血を引いていること
　　・ポルトガル人とアジア系の血を引いていること
その他，一件ずつの回答として，キリスト教徒（カトリック）であること，マカエン
セのコミュニティからマカエンセとして認められていること，自分がポルトガル人であ
るというエスニック・アイデンティティを持っていること，という回答を得た。
さらに「マカエンセの一般的定義のひとつとされているが，自分は絶対条件ではない
と思う」といういわば「逆条件」を複数回答として得たものに，下記の 4 点があった。
・ポルトガル人の血を引いている必要性はない………………………………………… 7
・ポルトガル式の教育を受けていなくてもよい………………………………………… 5
・ポルトガル語を話さなくてもよい……………………………………………………… 5
・マカオ生まれでなくてもよい…………………………………………………………… 2
なお， 1 ）の「マカエンセとしての文化を継承していること」にポルトガルと関連
する他のさまざまな回答を含めたのは次の理由による。「マカエンセとしての文化」と
はポルトガル統治時代にマカオで形成された「マカオ文化」，すなわち現地文化（中国
広東地方の文化）とポルトガル人がもたらした文化（ヨーロッパ文化）との折衷文化と
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ほぼ同義であると考える。それはマカオ文化のもとでポルトガル式教育を受けることに
よって，話し言葉のみの広東語よりも総合的に修得したポルトガル語を自分の母語とし，
また精神的にもポルトガルとの絆（「ポルトガリダーデ」）を持つマカエンセたちの文化
である。
なお，「ポルトガリダーデ」に関する詳しい考察は次の質問の項で行なう。
＜分析と考察＞
第一に，少なくとも中国返還前のポルトガル時代にはマカエンセの一般的定義の第一
に挙げられていた「ポルトガル人と中国人（もしくはアジア系のマカオ住民）の混血で
あること」というポルトガルとの「血のつながり」が急激に重要性を失い，代わって「文
化面でのつながり」が最重要視されるようになってきたことが考察される。この理由と
して，1974年 4 月のポルトガル革命を契機に減少傾向にあった「マカオ在住のポルトガ
ル生まれのポルトガル人」の数が1999年12月の中国返還を機に激減し，同時に多くのマ
カエンセがディアスポラとして海外に散った結果，マカオ住民と「ポルトガル生まれの
ポルトガル人」との婚姻が返還前と比較して減少の一途をたどり，その必然的結果とし
て，マカオ在住のマカエンセ・コミュニティの新しい世代に「ポルトガル人の血を引
く」子どもたちが加速的に減少していることにその原因を求めることができると考える。
第二に，マカエンセの条件として文化面に次ぎ，「マカオとの精神的な深い絆・つな
がり・関係があること」「マカオを故郷とする愛着心を持っていること」，さらに「自分
はマカエンセであるというアイデンティティを持っていること」という精神面を重視す
る意見が多いことが考察できる。今回のフィールドワークではインフォーマントの年代
に人数的なかたよりが生じてしまったものの，こうした精神面を重視する声は年代に関
係なく全般的に見られた傾向であった。
第三に，文化面・精神面に次いで多かった「マカオ生まれであること」，「マカオに定
住していること（マカオに根を張っていること）」という回答には，今回のインタビュー
対象者がマカオ在住のマカエンセに限定されていること，またインフォーマント16名の
うち15名がマカオで生まれ育っていることが大きく影響していると考える。事実，コ
ミュニティ全体としては，現在世界規模で約 2 万人強と見積もられるマカエンセのうち
マカオ在住者はその半分以下の約 8 ～ 9 千人程度にすぎず 7 ），99年の中国返還以前から
マカエンセの歴史の中で繰り返されてきたディアスポラ（海外移民）によってマカオ生
まれでないマカエンセの数も相当数いることが考えられるため，もしディアスポラのマ
カエンセに同様の質問をおこなった場合は異なる回答傾向が生じることが予想される。
7 ）マカエンセの定義が明確でないため，その正確な人口を把握することは不可能に近いが，マカオ特別行政区
統計局2006年度センサスならびにコスタによる先行研究 Fronteiras da Identidade:Macaenses em Portugal e 
em Macau［Costa 2005］を参照したうえで筆者が推測した人数である。
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以下，インフォーマントの回答からいくつかの事例を挙げる。
【事例 1 　50代・男性】
マカエンセは約500年前にポルトガル人がマカオにやってきて定住し，そこに住んで
いた中国人と混血したときに誕生し，それ以降独特の文化を育んできた。マカエンセは
誰のことか，という質問には，マカオ生まれでポルトガル式の教育や文化を受けて育っ
た者，そしてキリスト教徒である者，と答える。ポルトガル人の子孫であることはひと
つの要因になるが，絶対必要条件ではない。
【事例 2 　60代・男性】
祖先にポルトガル人がいるかどうかということには関係なく，もっとも大事なのは，
「自分がマカエンセである」というアイデンティティと感情を持っていること，そして
マカエンセとしての文化を継承していることだ。基本的にはポルトガル語を話し，ポル
トガルの教育を受けていることが基本であるが，もしマカエンセであるという強いアイ
デンティティを持ち，料理や生活様式などがマカエンセ文化とつながりがあれば，ポル
トガル語が話せずポルトガル教育を受けていなくてもかまわない。
【事例 3 　30代・男性】
アジア系の血とポルトガル人の血を両方受け継ぐ人，というのがもっとも伝統的なマ
カエンセの定義だが，私はそうした血のつながりは絶対条件ではなく，自分のマカオに
対するビジョン，すなわちマカオに対する深いつながりが自分の中にあれば，その人も
マカエンセの一人といえると思う。
【事例 4 　40代・男性】
マカエンセとは，出自（ポルトガル人の血を引く）と文化面（ポルトガルの教育を受
け，ポルトガル語を話すこと）が基本となるだろう。マカオ生まれかどうかは関係ない。
しかし中国人でもポルトガル語教育を受け，マカオ文化の中で育っていればマカエンセ
といえるだろう。また，ポルトガル人でもマカオに根づき長年暮らし，自らをマカエン
セと考えている人はマカエンセと呼べるだろう。
【事例 5 　50代・女性】
何より大事なのは，自分がマカエンセであることを強く認識し，マカオ文化を自分の
中に感じていること。この強い思いを感じている人にだけわかる感情で，それを持っ
ていない人には説明しがたい。このマカエンセであるというアイデンティティがあれば，
マカオ生まれでなくても，ポルトガル人の血をひいていなくても，ポルトガル語の教育
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を受けていなくてもかまわないと思う。ポルトガル語を話せない人はマカエンセとして
は少し外れるように思うが，ディアスポラの世代の子どもたちや，マカオにいても新し
い世代の子どもたちはポルトガル語を話せない人も多いので，家族がマカオ文化を継承
していればやはりマカエンセだと言えるだろう。
【事例 6 　40代・女性】
（マカエンセとは）まずマカオ生まれであること。マカオに生まれていなければこの
土地への深い愛着は生まれないから。そして，ポルトガルと中国の両方の文化を持ち，
マカオを愛し，マカオに根を張っている人たちのこと。私の家族は全員海外に出ず，こ
こマカオにいる。海外にいてマカオを想うのはいわゆる「理想郷」として想うだけ。マ
カオを愛し，自分たちの文化を守っていくためには，ただ精神的（プラトニック）であ
るだけではいけない。ここに住んで日々闘わなければならない。
また，これまで考察してきたように，マカオ社会において返還以降中国語（北京語）
と第一外国語としての英語のプライオリティが高くなってきたことから，ポルトガル人
の血を引くマカエンセであっても，両親の教育方針により英語もしくは中国語教育を受
けて育ち，その結果ポルトガル語の読み書き・会話ができない若い世代が増加している。
今回のインタビューで 1 名だけ英語でインタビューをおこなった20代男性はまさにこの
ケースである。
【事例 7 　20代・男性】
自分にとってのマカエンセとは，マカオ生まれで，ポルトガル人と中国人の血をひき，
さらに数世代前（せめて祖父母の時代）からここマカオに根を張っている人間の事を指
す。ポルトガル語の教育を受けたか受けなかったかに関しては，関係ない。実際，自分
はポルトガル語学校に通わず，英語教育を受けて育ち，ポルトガル語はあまりできない
が，自分はマカエンセであると自覚し，誇りをもち，かつ幸せに感じている。
このインフォーマントはポルトガル人・中国人・メキシコ人の祖先を持ち，マカオ
に生まれ，幼稚園から高校までマカオの英語学校で教育を受け，イギリスの大学・大
学院に進学し，その後マカオに戻り社会人として生活している。他の40代～60代のイン
フォーマントたちの中には自分の子どもや甥・姪などがこのケースと同じような教育環
境にある場合が多く，こうした若者たちは大学教育を海外で修了したのち，マカオに戻
ることなくそのまま海外での生活を継続する場合が多いという情報を得ている。
ｂ．（一般的にマカエンセを定義する際の必要条件とされてきた）ポルトガル人の血を
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引く者であっても，今の若い世代には英語もしくは中国語の教育を受けて育ち，ポ
ルトガル語ができない人も多くいるが，そうした人々も同様にマカエンセと呼べる
だろうか？
「ポルトガル式教育を受けること」「ポルトガル語が話せること」をマカエンセのアイ
デンティティの最も重要な条件として挙げた多くのインフォーマントは，これらの条件
に合わない，上述のようなライフヒストリーを持つ若い世代をどのようにとらえている
のだろうか。この疑問はマカオでのフィールドワークが中盤に差しかかり，前述の20代
男性インフォーマントへのインタビューをおこなってから筆者が感じたものであったた
め，全員に質問することはできず，30代～40代の計 5 名（男性 4 名，女性 1 名）のイン
フォーマントに聞いた。
＜分析と考察＞
この質問に対し全員が「マカエンセと呼べる」と答えた。5 名のうち 4 名（30代男性・
40代女性各 1 名，40代男性 2 名）が，「家庭環境がポルトガル的文化・伝統を継承する
マカオ文化のもとにあれば問題なくマカエンセと呼べる」と答え，残りの 1 名はもっ
と現実的に「マカエンセの定義を広げて，そういう人たちもマカエンセとして考えなけ
れば，将来はマカエンセと呼べる人がいなくなってしまうので，何世代にもわたってこ
こマカオを自らの住む地とする人たちはすべてマカエンセと呼ぶべきだろう」と答えた。
また前者のひとりも「もっとも基本的な条件だけでマカエンセの定義を決めてしまうと，
一代，二代先にはマカエンセと呼べる人はいなくなってしまう」と述べている。
ｃ．インフォーマントのマカエンセとしてのエスニック・アイデンティティの中に，
「ポルトガリダーデ」を感じるか？
　 （正確な質問内容：あなたのマカエンセとしてのアイデンティティの中に，「ポルト
ガリダーデ」を感じますか？）
インタビューの中で筆者がもっともインフォーマントの生の声を聞きたいと思ってい
た質問である。フィールドワーク実施以前に先行研究や参考文献から得た資料の中で，
筆者は何度となくこの見慣れない言葉を目にした。マカエンセとしてのアイデンティ
ティを形成し，維持するための根幹となる独特の精神性であるという”portugalidade”
（ポルトガリダーデ）とはいったい何を指すのか。あえて日本語にあえて訳すと「ポル
トガル性」「ポルトガルらしさ」「ポルトガル的なもの」「ポルトガルとの絆・つながり」
といった意味であるようだが，ひとりひとりのインフォーマントにとってはどのような
意味を持っているのか，さらに「ポルトガリダーデ」は本当にマカエンセとしてのアイ
デンティティに大きな価値と重みを持っているのかを検証したいと考え，この質問をお
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こなった。実際にはインタビューの最後の質問として聞いた場合が多かった。
まず，必ず全インタビューの最初に聞いた「マカエンセとは誰のことを指すか」とい
う質問に対し，マカエンセ協会会長である40代男性が「ポルトガリダーデを持っている
こと」をマカエンセの定義のひとつとして挙げた。
【事例 8 　40代・男性】
（マカエンセの定義の）第一は，マカオとの関わりがあるということ。現代で
は，両親がマカエンセだが子どもはマカオ生まれでないというケースも多々ある。こ
の場合でも，両親がマカオに対して深いつながりと愛着を持っていれば，マカオ生
まれでなくてもその子どもたちはマカエンセである。二番目は「ポルトガリダーデ
（portugalidade）」を持っていると言うこと。「ポルトガリダーデ」とはポルトガル的な
「文化的価値観」を自分の中に持っていることであり，マカエンセが人生・生き方の根
幹となる価値観として持っている文化的な「かかわり」なのだ。我々はひとりひとりが
固有のアイデンティティと価値観を所有しているが，そのバックグランドは「ポルトガ
リダーデ」とポルトガル世界から発している。この二点が最も大切だろう。（中略） 大
切なのはマカオに対する深い愛着心と，我々マカエンセ（のコミュニティ）に（マカエ
ンセであると）認められることだ。では，マカオに対する深い愛着心があれば，誰でも
マカエンセなのか。たとえば日本人やイギリス人が，長くマカオに暮らし，マカオを愛
していたらどうか。やはり彼らはマカエンセではなく，日本人であり，イギリス人だろ
う。それはマカエンセの条件として挙げた第二点目，「ポルトガリダーデ」につながる
文化的な「かかわり」を持っているか，いないかということから来る差だろう。
こうして少なくともひとりのインフォーマントのアイデンティティにとって「ポルト
ガリダーデ」が重要な意味を持っていることが判明した。他の15名のインフォーマント
はどのように考えているのか。以下がその結果である。
1 ）自分のアイデンティティの中に「ポルトガリダーデ」を感じる
　　（以下の回答を含む）…………………………………………………………………… 9
　　・ ポルトガル的な思考（考え方）・価値観を持っている
　　・ポルトガル的な意識の中に中国文化が含まれている感じ
　　・ポルトガルは自分にとって祖国である
　　・ポルトガル人であることに誇りを持っている
　　・つねにポルトガル人としてのアイデンティティを持っている
2 ）感じない………………………………………………………………………………… 1
3 ）無回答・あいまいな回答・その他…………………………………………………… 2
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4 ）質問することができなかった………………………………………………………… 4
＜分析と考察＞
何らかの理由で質問そのものをすることができなかった 4 名を除く全11名のうち 9 名
が「自分のアイデンティティの中にポルトガリダーデを感じる」と回答した。その中で
も 1 名の50代女性は「非常に感じる」と強調した。各人にとっての「ポルトガリダー
デ」とは，上記 1 ）に記載したとおりである。
【事例 9 　50代・女性】
（自分のマカエンセとしてのアイデンティティの中に）「ポルトガリダーデ」を非常に
強く感じる。自分は「ポルトガル人」であることに誇りを持っている。返還後，ポルト
ガル国籍のままだと中国に行くときにはビザが必要になってしまうが，中国国籍を取ろ
うとは思わない。なぜなら，自分はポルトガル国籍を持って生まれ，それが自分のア
イデンティティの一部となっているからだ。いまさら変えようとは思わない。自分に
とって，マカオは自分が根を張る場所であり，ポルトガルは祖国だ （ Macau é a minha 
terra e Portugal é a minha pátria）。私たちの文化は非常に特別だ。ポルトガルと中国，
そして他のアジア諸国の文化がミックスされて，生活様式，言葉（パトゥア語）8 ）など
独特な文化を持っている。
また，マカエンセを代表するひとりとして著名な60代男性は，マカエンセの歴史を筆
者に説明する中で，次のように語っている。まさにマカエンセの「ポルトガリダーデ」
を表す内容であろう。
【事例10　60代・男性】
（マカエンセには）ポルトガルとの絆がある。長い年月にわたってここにとどまって
いたポルトガルの記憶がある。私はこのフレーズを言うのが好きなのだが「あるポルト
ガル的な感情が遠い西洋からやってきて，私たちの心に届き，ポルトガルとの強いつな
がりを残した。」とてもセンチメンタルな，そして我々のポルトガルとの特別な関係を
表すフレーズだ。ポルトガルで何かよくないことが起これば我々も苦しむ。ポルトガル
人がポルトガルに対して感じる同じ苦悩を我々も持つ。何があってもポルトガルと歩み
をともにしてきた我々マカエンセは，ポルトガルに対してややもすればさまざまな批判
をするが，心の奥底では今も変わらずポルトガルを遠くにある祖国として考えつづけて
いるのだ。
8 ）脚注 3 を参照。
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そして，「マカエンセはつねにポルトガル人としてのアイデンティティを持ってい
る」と答えた50代男性は，このように語っている。
【事例11　50代・男性】
マカエンセはつねにポルトガル人としてのアイデンティティを持っている。しかし，
それはポルトガル本国のポルトガル人が持つモノカルチュラルなアイデンティティとは
異なる。さまざまな文化のもとに形成されたマカエンセ独特のマルチカルチュラルなア
イデンティティである。卑近な例として，マカオで生まれ育った私の息子は，幼いとき
にライオンの鳴き声を真似するとき，中国舞踊に出てくる「ライオンを表す音」で鳴い
てみせた。もしポルトガルに生まれ育っていたら，このようなことはなかっただろう。
ポルトガル本国で生まれ育ったポルトガル人が持つアイデンティティが「モノカル
チュラル」であるかどうかは疑問の余地があるが，いずれにせよこのインフォーマン
トにとって，マカエンセのポルトガル人としてのアイデンティティはさまざまな文化の
もとに形成された「マカエンセ独特のポルトガル人としてのアイデンティティ」であり，
精神面でのポルトガルとの絆，すなわち「ポルトガリダーデ」につながるものであると
考える。
また，これとは全く逆の回答をしたインフォーマントもいる。事例 7 で取り上げた20
代男性は，回答した全インフォーマントの中でただ一人，「自分のマカエンセとしての
アイデンティティの中にはポルトガリダーデを感じない」と答えた。その証言は非常に
興味深い。
【事例12　20代・男性】
国籍上，自分はポルトガル人だが，（大学と大学院を過ごした）イギリスで「あなた
は何国人か」と聞かれたとき，「自分は中国人だ」もしくは「マカオ人だ」と答えたこ
とはあっても，「ポルトガル人だ」と答えたことはない。このメンタリティは，年代で
はなく，ポルトガル語の学校に通ったか否かに影響すると思う。たとえば，自分と同い
年のいとこ（女性）は，ポルトガル語系の学校に高校まで通ったため，考え方が完全に
ヨーロッパ的になっており，「自分はポルトガル人だ」と言っている。
このインフォーマントはマカエンセであることを自覚し，誇りを持っているが，その
アイデンティティには「ポルトガル人の血を引く」こと以外にはポルトガルとつながる
もの，すなわち「ポルトガリダーデ」は存在しない。証言のようにこの現象が年代によ
るものではなくポルトガル式教育を受けたか否かによるものであるとすると，のちに考
察するように，このインフォーマントのアイデンティティのあり方は今後のマカオ社会
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に生きる若い世代のひとつのモデルケースとしてとらえることができるだろう。
ｄ．返還後 8 年が経った今（2008年 3 月当時），返還前と比較して，マカエンセの生活
とエスニシティに何か変化があったか？　また，インフォーマント自身はどうだっ
たか？
　 （正確な質問内容：返還後 8 年が経った今，返還前と比較して，マカエンセの生活
とアイデンティティに何か変化がありましたか？　また，あなた自身はどうでした
か？）
この質問は「マカエンセ全体の生活」「マカエンセ全体のアイデンティティ」「イン
フォーマント個人の生活」「インフォーマント個人のアイデンティティ」について同時
に聞いているためか，インフォーマントによって（意識的であっても無意識的であって
も）明確に回答している部分とそうでない部分があった。あえて上記の 4 項目に回答を
分類すると以下のようになる。
（A）マカエンセ全般の生活に関して
1 ）変化があった（以下の回答を含む）…………………………………………………11
　　・ 中国語（北京語）を修得することが必要になった，中国語（北京語）を修得し
ていないと公務員職に就くことが困難になった
　　・返還前に「ポルトガル人」として獲得していた特権を失った
　　・中国化が進められている
　　・ポルトガル的なものが消えつつある
2 ）変化はなかった………………………………………………………………………… 1
3 ）無回答…………………………………………………………………………………… 4
（B）マカエンセ全般のアイデンティティに関して
1 ）変化があった（以下の回答を含む）………………………………………………… 5
　　・中国人化してきている
　　・ポルトガル人としてのアイデンティティが薄まってきている
　　・マカオのポルトガル人であるというメンタリティを捨てる必要性に迫られた
2 ）変化はなかった………………………………………………………………………… 2
3 ）わからない……………………………………………………………………………… 1
4 ）無回答…………………………………………………………………………………… 8
（C）インフォーマント自身の生活に関して
1 ）変化があった（以下の回答を含む）………………………………………………… 2
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　　・公務員職から退いた
　　・逆にマカエンセとしての活動を政府から認められるようになった
2 ）  変化はなかった………………………………………………………………………… 6
3 ）無回答…………………………………………………………………………………… 8
（D）インフォーマント個人のアイデンティティに関して
1 ）変化があった…………………………………………………………………………… 0
2 ）変化はなかった………………………………………………………………………… 9
3 ）回答なし………………………………………………………………………………… 7
＜分析と考察＞
まず，マカエンセ全体の生活の変化に関する質問には最も多くのインフォーマントが
反応し，16名中11名が返還前後で「変化した」もしくは「変化せざるを得なかった」と
回答した。回答内容をまとめるとその変化とは「返還前はポルトガル語を駆使すること
で公務員職を中心にマカオ社会の中で比較的安定した生活を約束されていたマカエンセ
が，返還によって社会全体の中国化が進められる中で以前と同じ水準の生活を保ってい
くためには（生活の中で話されている広東語だけではなく）中国語（＝北京語）を修得
しなければならなくなったこと」である。実際，ポルトガル語教育を受けて成人したマ
カエンセは，ほぼ全員が日常生活の話し言葉として使われている広東語を話し理解する
ことができるが，公用語となった北京語の読み書きを生活の中で「自然に」修得するこ
とは非常に困難であり，あくまで自らの意志で学習しなければならない。ラテン系の言
語であるポルトガル語とはまったく言語体系，文字，文法が異なり，さらに外国語とし
て学習するには非常に難しい言語とされる中国語（北京語）を修得するのは一朝一夕に
できるものではなく，さらに成人してからの「外国語学習」は多くのマカエンセにとっ
て困難を極める作業であることが推測される。
次に，マカエンセ全般のエスニシティの変化については明確な回答をしない者が全体
の半数（16名中 8 名）いた。残りの半数（ 8 名）のうち，「変わった」と答えた5名は，
全員が「生活とエスニック・アイデンティティの両方が変わった」と述べており，マカ
エンセのエスニシティもその生活と同様に「中国人化」が進み，同時にポルトガル人と
してのアイデンティティが希薄化していることを指摘している。うち1名のインフォー
マントのマカエンセ関連協会会長はこの点について次のように述べ，最後にはやや過激
とも思える表現で締めくくっている。
【事例13　50代・男性】
返還以前と以後でマカエンセのアイデンティティは確かに変わった。変わらざるを得
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なかったと言う言葉が正しいだろう。（中略） ポルトガル統治時代，公務員のトップの
座はほとんどポルトガル人で占められていたが，彼らは中国語が使えないため，両言語
を駆使できるマカエンセが中間層の地位にあった。（返還のスケジュールが公表された
後）ポルトガル人は自分達が去った後のトップの立場をマカエンセに託そうとはしな
かったし，90年代以降少しずつ上層部に加わってきた中国人に引継ぎをする姿勢もとろ
うとしなかった。（中略）「マカエンセのアイデンティティは変わらざるをえなかった」
と言ったのはすなわち，このようにしてマカエンセは自らが新しい社会体制のトップに
は立てないことを既に知っており，また中国政府は「一滴でも」中国人の血が入ってい
るものはすべて中国人であるとみなすため，それまでの「マカエンセはマカオのポルト
ガル人である」というメンタリティを捨ててこうした変化に順応していく必要に迫られ
たのである。
なお，少数意見ではあるが「マカエンセの生活もアイデンティティも全体的に変わっ
ていない」と答えた者が 1 名（60代男性・一般人），「生活は変わったがアイデンティ
ティは変わらない（何が変わったのかはコメントなし）」と答えた者（60代男性・著名
人）が 1 名いた。
そして，個人に関する状況に関しては興味深い現象が見られた。このようにマカエ
ンセをとりまく生活環境が返還によって大きな変化（中国化）を受けたと感じるイン
フォーマントが全体の 7 割近くいる一方，自分自身の生活やアイデンティティは変わら
ないと答えた者が半数以上いた。また，一般人のマカエンセが全員個人的な状況につい
て回答したのに対し，著名人のマカエンセは 8 名中 6 名が無回答であった。これらの無
回答者を除外とした場合，全員のインフォーマントが「返還前後で自分自身のアイデン
ティティには何ら変化はなかった」と答えていることになる。生活に関しても「返還前
に公務員職を辞してフリーランスになった」（60代・著名人），「逆にマカエンセとして
返還前からおこなっている活動をより広く認識してもらえるようになった」（40代・著
名人）の 2 例以外は全員が「変わらない」と述べている。
こうした個人の生活とアイデンティティに関する安定感といえる意識はどこから来る
のだろうか。確かに返還後中国化が促進される中で上述のインフォーマントの証言にあ
る「マカオのポルトガル人」としてのマカエンセの立場は不利になったことは事実であ
るが，同時に返還前海外に「脱出」せずマカオに「残留する」ことを決めたマカエン
セが危惧していたほどの社会混乱は結局起こらなかったという安心感がこの意識につな
がっていると考える。この点に関しては，数多くのインフォーマントが証言しているが，
下記に二例を挙げる。
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【事例14　50代・男性】
返還後のマカオ社会に，危惧されていたほどの混乱はなかった。ポルトガル政府から
返還後の生活を保証されなかったため，マカオに残ることを決めたマカエンセたちの多
くが返還前にポルトガルに物件を購入し「非常事態」に備えたが，結局は移住すること
もなくそのままマカオで安定した生活を続けている。前もってポルトガルに移住したも
のの，この安定した状況を見て再びマカオに戻ってくるマカエンセもいる。
【事例15　40代・男性】
マカエンセにとって，たとえばポルトガル語だけでなく中国語も話せなくてはいけ
ないなど，返還前よりも苦労したりすることは確かにあるかもしれないが，そこまで
ラディカルな変化があったとは思わない。ある程度の変化はすでに予測されていたこと
だった。その点で，マカエンセにとって，返還はうまく進んだと思う。
ｅ．マカエンセとそのエスニシティの未来はどうなると思うか？
　 （正確な質問内容：マカエンセとそのアイデンティティは今後どうなると思います
か？）
この質問に対する回答はさまざまであった。マカエンセの未来に関してはいわゆる楽
観的・悲観的という見方もあれば未来への展望や見解（「未来はこうあるべきだ」，「こ
うあって欲しい」）も見られた。マカエンセのエスニシティに関しては具体的な回答を
したインフォーマントは少なく，あいまいな回答が目立った。
（A） マカエンセの未来はどうなるか？（複数回答あり）　
1 ）楽観的・肯定的な回答（条件付の回答も含む）…………………………………… 7
　　・マカエンセのコミュニティを継続させれば未来は明るい
　　・中国政府が現体制を継続すればマカエンセの居場所はあり続ける
　　・生活面では問題ない
　　・生き残るためには中国語・英語を習得する必要性がある
2 ）悲観的・否定的な回答………………………………………………………………… 2
　　・将来は不安定である
　　・自然消滅する
3 ）中立的な回答…………………………………………………………………………… 3
　・中国政府がマカエンセをどのように活用し役立てていくかにかかっている
4 ）その他…………………………………………………………………………………… 7
　　・若い世代にマカエンセとしての伝統を守って行ってほしい
　　・マカエンセというコミュニティに限定せず，マカオ住民全体の結束をめざすべき
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　　・わからない・あいまいな回答
5 ）無回答…………………………………………………………………………………… 1
（B）マカエンセのエスニシティは今後どうなるか？
1 ）楽観的・肯定的な回答（条件付の回答も含む）…………………………………… 4
　　・ マカエンセのコミュニティが続く限り，マカエンセは社会と現実に適応しなが
ら独自のエスニシティを維持し続けていく
　　・マカエンセとしてのエスニシティは希薄化するが，なくなることはない
2 ）悲観的・否定的な回答………………………………………………………………… 3
　　・従来のマカエンセとしてのエスニシティが希薄化することに悲観的だ
　　・消滅する
3 ）無回答・あいまいな回答……………………………………………………………… 9
＜分析と考察＞
マカエンセの未来に関する質問には16名中15名が，またマカエンセのエスニシティの
未来については 7 名が何らかの回答をした。
もっとも特徴的な点は，インフォーマントの大多数が返還後のマカオ社会とマカエン
セの生活からポルトガル的要素が消え，変わって中国化・中国人化が進んでいることを
認識し，その中でマカエンセがエスニシティの変容を余儀なくされていると述べている
ことである。しかし，このエスニシティの変容がすなわちマカエンセのコミュニティの
消滅につながるのか，それともコミュニティを維持していくことができるのかという点
で大きく意見が分かれる。
まずマカエンセとそのエスニシティは維持できるという「肯定派」の意見を挙げる。
【事例16　50代・男性】
マカエンセとは，「人種」ではなく「コミュニティ」である。よって，マカエンセに
とってアイデンティティの変容が必要であっても，それが彼らのアイデンティティその
ものの消滅につながるとは思わない。（中略）　マカエンセとしてのコミュニティが続く
限り，あまり心配することはないと思っている。マカエンセは，自分の所属する社会と
その現実にうまく適応し，形を変えながら自らのアイデンティティを維持し続けていく
だろう。
【事例17　40代・男性】
マカエンセには必ずマカオ社会に居場所があるだろう。当然のことながら，小さいマ
カオに住むマカエンセは，大きい中国の政治体制に合わせて形を変え生き残ってきた。
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中国政府は数ある都市の中で，ポルトガル語圏諸国との交渉の架け橋としてマカオを特
別視している。その舞台でマカエンセは重要な役割を担うことができると私は思う。そ
こで活躍できるのがマカオの総人口のほんの数パーセントしかいないマカエンセである。
中国に属しながら中国人のコミュニティではない，少数派であるマカエンセがマカオそ
のものの特色となっているのだ。中国政府が現在の政治体制を続ける限り，マカエンセ
の将来は明るいと言えるだろう。ただ，これから20年，30年，40年と年月を重ねていき，
マカエンセが生き残っているかどうか，それは未知の世界だ。
【事例18　50代・女性】
新しい世代にマカエンセとしての文化や伝統を守ろうという意識やマカエンセとして
のアイデンティティが薄れているため，文化はどんどん消えていくだろう。でも，マカ
エンセという人間が存在しているかぎり，ゼロにはなることはないと思う。
次に，マカエンセとそのエスニシティは消滅していくという「否定派」の証言を挙げ
る。
【事例19　20代・男性】
マカエンセのアイデンティティは多分，今後消えてゆくだろう。自分のようにマカエ
ンセであることを自覚し，マカエンセを重視する若い世代はどんどん少なくなっていく
からだ。「ただの混血」であるといわれる日がいつかは来るだろう。自分はこうした（マ
カエンセという）マイノリティの文化を守っていかなければならないと思っているが，
実際のところ，そのために何か行動を起こしているわけではない。たとえば自分が将来
結婚して，子どもができたとして，その子どもに対して特にマカエンセであることを強
調して育てるつもりはない。
【事例20　20代・男性】
ポルトガル人がみなマカオから去り，マカエンセも消えていき，いつかはいなくなる
だろう。自分に子どもが生まれたら，今後必要であることを考えてイングリッシュス
クールに入れると思う。特にマカエンセとしての教育をするつもりはない。
これらの証言から考察できる点は，マカエンセとそのエスニシティが継続していく
か，それとも消滅するかはマカオ社会におけるマカエンセのコミュニティの継続いかん
にかかっているという点である。現在のマカエンセのコミュニティを支えているのはほ
とんどがポルトガル式教育を受けて社会人になった30代以降の年代である。上述の「肯
定派」の語りの中には，マカエンセにとっていかにコミュニティが重要な存在であった
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かが如実に表されている。それに対して「否定派」のインフォーマント 2 名（20代後
半・男性）は，マカエンセとしてのアイデンティティは持っているが，マカエンセのコ
ミュニティに所属しているという意識はなく，さらに自分を継ぐ新しい世代に特にマカ
エンセとしてのエスニック・アイデンティティを伝えていきたいという意欲も見られな
い。すなわち，マカエンセのコミュニティの中で生まれ育ち，当然のようにポルトガル
式教育を受け，ポルトガル語を話し，ポルトガル文化に慣れ親しんできたマカエンセが，
中国返還を機に文化面・教育面・生活面などにおける「ポルトガル離れ」と「マカエン
セ・コミュニティ離れ」を始めたことが考察される。
インフォーマントの中にこの現状を見据え，マカエンセの将来を厳しい目で予測して
いる人物がいる。現在中国・ポルトガル語圏諸国経済貿易フォーラム（ポルトガル語：
Fórum para a Cooperação Económica e Comercial entre a China e os Países de Língua 
Portuguesa）9 ）のエグゼクティブディレクターとして，マカオを舞台として中国とポル
トガル語圏諸国との間に繰り広げられるさまざまな経済貿易活動の一部始終を見守って
いる気鋭の40代女性である。
【事例21　40代・女性】
私たちのアイデンティティは我々ひとりひとりの持続性，活動，熱心な姿勢があって
こそ生き残っていくと思う。今私たちはすでに新しい時代に立っている。もうポルトガ
ルの時代，すなわちポルトガル語が優位にあった時代ではなく，中国語がそれに変わっ
ている。しかし，私たちは自分たちの過去を引き継いでいくことができる。「ポルトガ
ル語を駆使する」という我々の持つ富，豊かさはひとつの重要な遺産だ。ユネスコ世界
遺産に登録された建造物などの有形の遺産だけでなく，それらに命を与える人間的な
ファクターが必要だ。唯一我々ができることは，ポルトガルの血を引くコミュニティで
あるマカエンセ・コミュニティを継続させ生き残らせることだ。（中略）我々のアイデ
ンティティを守るためには，「マカオを深く愛する人間の集団」という特徴を持ち続け
る必要がある。私たちはみなマカオを愛し，マカオをふるさとと感じている。（中略）
ポルトガルと中国の文化が融合したこのマカオを私たちは愛している。新しい世代がこ
の文化と伝統を続けていてくれることを祈っている。
このインフォーマントは，もはや時代の流れに任せるとマカエンセ・コミュニティの
継続は困難であるという現状を正確に把握し，マカエンセひとりひとりが「生き残るた
めに」一致団結してマカエンセ・コミュニティを維持する必要性を情熱的に語っている。
9 ）中華人民共和国とポルトガル語を母語とする諸国との経済交流を促進，強化することを主目的に，2003年か
ら開始された組織。運営はマカオ特別行政区に任され，中国中央政府の政治的な意思を反映しない性格の組
織である。
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みずからがマカエンセとしてマカオ社会で生きていくために，ポルトガル式教育を高等
教育まで受けたあとに何年間もかけて中国語（北京語）を学び修得し，語学力を駆使し
て活躍しているインフォーマントであるからこそ説得力のある言葉である。
8 ．マカエンセのエスニシティのゆくえ
以上の考察とマカオにおける聞き取り調査の結果から，マカエンセのエスニシティの
現状と未来に関する筆者の論考を述べる。
1 ）従来のエスニック・アイデンティティの希薄化
まず，人種面，教育面，精神面，文化面においてマカエンセが置かれている現状をふ
まえながら，マカエンセとそのアイデンティティが向かう方向性について考察する。
ａ．人種面におけるマカエンセの現状と未来の方向性
ポルトガル人の血をひくマカエンセの数は減少の一途をたどり，代わって中国系のマ
カエンセが増えていくだろう。それは1974年のポルトガル民主革命に続く1999年の中国
返還という大きな歴史的出来事を経て，マカオ在住の「ポルトガル本国のポルトガル
人」の数が大幅に減少し，事実上これらの人々と婚姻関係を結ぶことが困難になり，必
然的に現在大多数のマカエンセが「ポルトガルとは何の関係ももたない」中国人と結婚
していることから容易に予測できる。
ｂ．教育面におけるマカエンセの現状と未来の方向性
今後ポルトガル語で初・中・高等教育を受ける生徒数は激減し，代わってほとんどの
マカオ住民の子弟は中国語（北京語）で教育を受けることになるだろう。現存する中葡
学校（中国語教育を主眼に置きながら，第一外国語としてポルトガル語を学習させる学
校）はそのまま維持されるか，もしくはポルトガル語に代わって英語が第一外国語とし
て重要視されることも予想される。現在のマカオ社会において好条件で就職するために
は中国語（北京語）の読み書きを修得していなくてはならない。生活言語が広東語であ
るマカオでは，同じ中国語といえども北京語は自然に身につくものではなく，会話はと
もかく，特に読み書きは修得するまでに数年の学習時間を要する。社会の第一言語がポ
ルトガル語から中国語（北京語）に移った今，たとえ両親がポルトガル語を母語とする
マカエンセであっても，初等教育から中国語（北京語）を子どもたちに学ばせることを
望む親が大多数を占めることが予測される。さらに，カジノ解禁によるアメリカ資本の
流入や，ユネスコ指定の世界遺産登録による多国籍の外国人観光客の誘致活動など，各
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方面において｢国際的言語｣である英語の需要が増加し，第一外国語として，公用語であ
るポルトガル語よりも英語を重視する市民も多くなると考えられる。なお，現在もなお
司法においてはポルトガル語が必須となっており，司法システムもポルトガル式を踏襲
しているため，この分野だけにおいてはポルトガル語の重要性はいまだ高いと考えられ
る。
ｃ．精神面・文化面におけるマカエンセの現状と未来の方向性
人種面と教育面の大きな変化は，さらに若い世代のマカエンセの精神面・文化面にも
多大な影響を及ぼすだろう。ポルトガル語を学び，ポルトガル文化を背景とした教育を
受けることがなくなれば，必然的に彼らのアイデンティティからポルトガルとの精神的
つながり・価値観である「ポルトガリダーデ」は消失していくと考えられる。
さらに，現在のマカオ社会でマカオ市民として生きていくためには，マカエンセが
「ポルトガリダーデ」以外に自主的に手放さねばならないものがある。それは国籍であ
る。四世紀以上にわたるポルトガル支配時代，マカエンセはほんの一握りの支配層のポ
ルトガル人と人口の大多数を占める中国人の一般住民との間の「仲介者，つなぎ役」と
しての中間層の立場を維持してきた。市政面と文化面ではマカオ人，すなわちマカオ住
民のトップとして支配層の一部に所属するマカエンセも存在し，マカエンセは「マカオ
のポルトガル人」として社会の中でエスニック・マイノリティでありながら，一般住民
よりも優遇された立場を享受してきたのである。しかし，中国返還によってポルトガル
人が去ったあと，マカエンセと中国人住民の社会的地位の逆転が起こった。返還後の
マカオは「澳人治澳」，すなわち「マカオの地元民によるマカオ管理」と高度の自治が
行政の基盤となっているが，同時に行政・立法・司法の三権すべてにおいて，決定権を
持つトップは中国籍であることが義務付けられている。それは，「澳人＝マカオの地元
民」に，ポルトガル国籍のみを保持するマカエンセは厳密な意味で該当しないことを意
味し，彼らが積極的に行政に参加しその頂点を目指すためには，まず中国籍を選択せざ
るを得ない。
また，かつてマカエンセにとって就職先の最大の受け皿であった公務員職には，返還
後，法律上はマカオの永住居民であれば中国国籍でなくても（ポルトガル国籍のままで
も）就くことができることになってはいるが，実際，中国語（北京語）を完璧に修得し
ていないマカエンセが新規採用されることはほとんどなくなった。
こうして文化面・教育面などで急激に中国化していく生活環境の中で，マカエンセが
今後，行政体制における指導的地位を獲得する権利を有し，政策決定や行政運営に従事
できる「真の」マカオ市民として生きていくためには，マカエンセに残されたポルトガ
ルとの最後のつながりと言っても過言ではないポルトガル国籍さえも手放さなければな
らない。ポルトガルは二重国籍を認めているため，中国国籍を選択しながら同時にポル
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トガルのパスポートを保有する（＝ポルトガル国籍を保持している）者も事実上，多数
存在している。しかし，原則的に「二重国籍を認めない中国の戸籍法がマカオ住民に対
して適用される」ため，たとえポルトガル国籍を保持している者であっても，マカオ住
民として生活していく上では事実上中国人としてみなされることになる。
マカエンセの中でも，マカオ在住であるがポルトガルなど他国にも生活や活動の基盤
を持つ者，弁護士や公認会計士など自立した職業を持つ者，外資系企業職員や商業関係
者など中国語（北京語）の能力を公務員職ほど求められない仕事環境にある者など，現
在中国国籍を保有せずともある程度満足できる生活を維持することが可能なマカエンセ
は，今すぐに中国化の波に飲み込まれていくことはないだろう。さらに，市場経済導入
が急速に進んでいるとはいえ，中国はいまだ完全な自由民主国家ではなく，このような
社会・経済体制に不安を抱き，中国国籍を選択することに対して積極的ではないマカエ
ンセも存在するだろう。
しかし，それは一部の恵まれた環境にあるマカエンセに対して言えることであり，大
多数のマカエンセは行政サービスを中心とした何らかの組織に雇用され生活を維持して
いる。それらのマカエンセにとって，マカオという中国の特別行政区において，より豊
かな生活と仕事上のキャリアアップを目指すためには，ポルトガル国籍よりも中国国籍
であるほうが有利に働くことが多くなるだろう。このような現状において，現在ポルト
ガル国籍のマカエンセが中国国籍を選択する傾向が今後加速していくと筆者は推測する。
ｄ．マカエンセ・コミュニティの現状と未来の方向性
こうして，すでに若い世代のマカエンセたちの中には，すべてが中国化・中国人化し
ている現実をそのまま受け止め，自分自身はマカエンセとしてのアイデンティティを有
するが，自分の子どもも含め新しく生まれる世代にはそのアイデンティティを伝えてい
こうとする意欲も持たず必要性も感じない者が出てきている。このまま時代の流れに逆
らわなければ，近い将来，あるマカエンセが自分のアイデンティティについて考えたと
き，外見上にポルトガル的な要素が見出されず内面的にもポルトガルとつながる精神的
要素を持たず，かつポルトガル語も解さなければ，その人物にとってポルトガルとは単
なる「かつてマカオを支配した国」，すなわち過去の遺物でしかなくなるだろう。
中国政府は確かにマカオ基本法第42条，すなわち「マカオのポルトガル系住民の利益
はマカオ特別行政区によって法律の範囲の中で保護される。彼らの文化的慣習と伝統は
尊重されるべきである」という条文に沿ってマカエンセ関連団体を中心とするマカエン
セ・コミュニティに対して助成を行なっているほか，観光・文化・貿易など，対外的な
部分において「ポルトガルの記憶と遺産を持つマカオの特色」を大々的にアピールして
いる。しかしその一方で，将来を担う若者たちにとってもっとも基本的かつ重要な活動
である政治参加や職業選択といった部分では中国的要素を保有することが有利に働いて
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おり，当然の流れとして，特に若い世代からポルトガル的要素が排除されていく傾向に
あることが推察される。
以上，返還後十年にも満たない時点（2008年）において，マカエンセをめぐる多くの
側面で，マカエンセのエスニシティの根幹となっていた「ポルトガリダーデ」，すなわ
ちポルトガルとの関係性が急速に希薄化していることが考察される。
すでに個人レベルでマカエンセとしての従来のエスニック・アイデンティティを維持
していくことは非常に困難であると考察してきた今，マカエンセを統括してきたマカエ
ンセ・コミュニティはそのエスニシティの消失を食い止めることができるのだろうか。
現在，マカエンセ・コミュニティを代表するいくつかのマカエンセ関連協会・組織は
マカオ政府を通して中国中央政府の援助を受け，コミュニティとしての活動は事実上
ポルトガル時代よりも逆に現在のほうが活発であり，一般的な認知度も高くなっている。
しかし，こうしたマカエンセ・コミュニティにとって好ましく見える現状がその存続を
楽観視することにはつながらないと筆者は考える。それは，次に挙げる現象の数々から，
マカエンセ・コミュニティが往時の団結力と求心力を失いつつあることが考察されるか
らである。
そのひとつが「ポルトガルとのつながり」を重視してきたマカエンセ・コミュニティ
を代表するマカエンセたちの中国国籍の取得である。近年，数人のマカエンセがマカオ
の行政トップである行政長官を選出する選挙委員会の一員となるために，また中国最大
の議会である全国人民代表大会（全人代）の議員となるために「ポルトガル国籍を捨て
て」中国国籍を選択したのである。この行動に対してマカエンセ・コミュニティの中に
賛否両論が起こった。今回のインフォーマントの中にもさまざまな意見があり，否定派
の中には当然の危惧として「マカエンセが生き残るためには中国国籍にならなければい
けない，と一般の若者たちに思わせてしまう」という意見が見られた。それに対し，マ
カエンセ・コミュニティの重鎮のひとりである60代男性は「中国国籍を選んだマカエン
セがマカエンセ・コミュニティとの関係を切ってしまったということではない。彼らは
コミュニティの一員であり続け，また中国とポルトガル，西洋とマカオの価値観の橋渡
しとなっていることに変わりはない」と主張し，マカエンセ・コミュニティの中に混乱
が生じないように呼びかけている。
また，マカエンセ関連協会・組織主催の活動に対する「マカオ残留組」のマカエンセ
の批判的な見解もマカエンセ・コミュニティの不安定さを示すひとつの現象である。た
とえばマカエンセ関連協会のひとつであるAPIM（澳門土生教育協進會，Associação 
Promotora da Instrução dos Macaenses）が 3 年に一度定期的に開催している全世界に
住むマカエンセの会合に対して，「時代遅れである」「年老いた世代のディアスポラのマ
カエンセたちが海外から集まってノスタルジーに浸っているだけだ」という批判的意見
が数多くのインフォーマントから聞かれた。
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さらに，返還後50年間は一国二制度のもとに返還以前の体制が継続するとはいえ，中
国の一部となったマカオ社会においては，ポルトガルとの関わりを中心に置くマカエン
セ・コミュニティに所属することが以前のように有利に働くことはなくなった。マカエ
ンセ・コミュニティがマカオ社会に対するかつての影響力を失いつつある現象は当然の
ごとく若い世代のマカエンセ・コミュニティ離れを促進させ，コミュニティの団結力と
求心力を弱める理由のひとつとなっている。
それでは，マカエンセのエスニシティから急激に「ポルトガリダーデ」が消えていく
今，マカエンセ・コミュニティも同様に，近い将来消滅もしくは空中分解していくのだ
ろうか。この点に関して，1993年に発表された本論の先行研究のひとつであるカブラル
とロウレンソによるEm Terra de Tufões – Dinâmicas da Etnicidade Macaense『台風
の地にて～マカエンセのエスニシティ，そのダイナミズム』が結論として出した「マカ
オがこれまで同様，経済面・観光面における（中国と諸外国との）「通過点」であり続
けるならば，たとえ政治的特権は失ってもマカエンセはその異文化間コミュニケーショ
ン能力を活かして何らかの重要な地位を持ち続けることはできるだろう」〔Cabral and 
Lourenço 1993〕という予測が，15年後の現在，ある場面において実現している。
その場面とは，マカオを中心に展開されている中国＝ポルトガル語圏諸国経済フォー
ラムの活動である。同フォーラムでは経済面や貿易面においてポルトガル語と中国語に
精通したマカエンセが表舞台で活躍している。グローバル化が急速に進み，企業の国際
展開にさまざまな言語と思考を持った人材のニーズがますます高くなっている現在，言
語的にはポルトガル語と中国語に堪能であり，かつ考え方や生活様式が異なる東洋と西
洋の仲介役として活躍してきたマカエンセの存在は重要性を増すと考えられる。経済
成長著しい中国が今後振興マーケットのアフリカ，そして同じくBRICSの一員であるブ
ラジル，そしてEUの一員であるポルトガルとの取引を拡大していくことは間違いなく，
この分野においてはポルトガル語の需要は継続していくだろう。マカエンセ・コミュニ
ティが中心となって，過去の記憶に頼る文化部門や観光部門のみに依存せず，経済・貿
易部門など現実的な分野でマカエンセがみずからの能力を発揮する場をさらに拡大して
ゆけば，「ポルトガル語以外に中国語を修得するという努力を重ねれば，ふたつの文化
の仲介者として豊かな土壌を築いてきた先人たちの過去を自分たちの未来に生かすこと
ができる」ことを若い世代のマカエンセに納得させることができるだろう。
また，観光や文化部門においても，今後も中国政府が「ポルトガルの記憶と遺産」を
マカオの特徴として国際社会にアピールしていく限り，ポルトガルの「記憶」の生き証
人としてのマカエンセ・コミュニティの存続は必要となるだろう。
このようにして，マカエンセ・コミュニティが現時点で可能な限り「ポルトガリダー
デ」を発揮する場面を生み出すことによって，ある程度現状を維持することは可能であ
ると考える。
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しかし同時に次のことも考察できる。事実上，経済面・観光面を中心として必要とさ
れるマカエンセの人数はごく限られており，マカオ在住のマカエンセ全員を雇用するこ
とは人数的に言っても，また，マカエンセひとりひとりの個人的能力に照らし合わせて
も不可能である。たとえば，上述の経済フォーラムにおいては高い語学力と急激に変
動する経済社会にフレキシブルに対応できる能力を持つ少数精鋭の人材が必要とされる。
また，観光部門では観光客の大多数が中国本土もしくは英語を使用する国・地域の出身
でありポルトガル語圏諸国の出身者は多数派ではないことから，必ずしもポルトガル語
を修得しているという理由で多数のマカエンセが必要とされるとは限らない。
結局，おもに経済，貿易，観光，文化の分野で一部のマカエンセが従来のアイデン
ティティを守りながらマカオ社会における地位を獲得していく努力を行なう一方で，大
多数のマカエンセたちは遅かれ早かれ生き残るためにみずからのアイデンティティを大
きく変容せざるを得なくなる，と筆者は考える。
2 ）マカエンセの新しいエスニシティと問題点
ａ．マカオ社会に「生き残る」ための新しいエスニシティ
マカオに生きるマカエンセの多くが口にする「生き残るために」という言葉がある。
小都市マカオには天然資源も経済産業も乏しく，教育面でも1980年代まで大学および大
学院といった高等教育機関が存在しなかった。このようなマカオに生まれ育った若者た
ちにとって，中・高等学校を卒業したあと，進学する者であれ，また就職を希望する者
であれ，香港，ポルトガル，アメリカ，オーストラリアなどの「海外」に移民すること
は歴史上一般的な選択肢のひとつであり続けた。しかしあえてマカオで生きることを選
択した者は，ポルトガルと中国のはざまで揺れ動く社会の中で生き残るために何をすべ
きかをつねに考えなければならなかった。
良く使われるたとえとして，マカオに根づくマカエンセはマカオと自分自身を竹にな
ぞらえる。日本人の感覚としては柳である。前述のマカエンセ関連協会の重鎮である60
代男性は，インタビューで次のように語っている。
【事例22　60代・男性】
マカオは非常にフレキシブル（しなやか）だが根は強い「竹」になぞらえる。マカオ
は頻繁に台風が到来する土地である。台風は竹をなぎ倒していくが，過ぎていったあ
と，竹はもう一度立ち直り元の生活を続ける。それは我々の生き残る術の見本であり，
我々の精神でもある。大きい台風であろうが小さい台風であろうが来るに任せ，どんな
に散らされても，そのあと見事に立ち直り，成長を続けていく。マカオの歴史はまさに
「竹」の歴史なのである。そしてマカエンセ・コミュニティも同様に，「耐える能力」を
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もち，状況にフレキシブルであり，与えられる状況にすべて適応し，生き残っていく。
（下線筆者）
このインフォーマントが語っているように，確かにマカエンセ・コミュニティはその
時代の政治・社会体制にフレキシブルに適応し，その都度自らを変容させながら数々の
歴史上の試練に耐え，現在まで消滅することなく生き残ってきた。しかし，その基盤に
はつねにポルトガルとのつながり，すなわち「ポルトガリダーデ」が存在した。言い換
えれば，ポルトガルとの関わりがあってこそ，現在までマカエンセはマカオ社会の中で
生き残ってきたのである。
中国化と中国人化が進む現代のマカオ社会において，マカエンセ自身が予測するマカ
エンセとそのエスニシティの未来はどのようなものなのだろうか。フィールドワークに
おける聞き取り調査のなかでこの点について言及してくれたマカエンセたちの回答は大
きく二つに分かれた。すなわち，
①　中国社会に「同化」することによってマカエンセとしての実体もエスニシティもな
くなっていく。
②　マカエンセが歩んできたこれまでの歴史同様，中国化・中国人化している現実に適
応しながら，従来のポルトガルとの関わり（ポルトガリダーデ）を中核とするエス
ニシティに代わる別のエスニシティを形成して生き残っていく。
②の考え方は，まさに事例17のマカエンセの言葉をなぞったものであり，マカエンセ
にとっては①に比較してより肯定的な未来の予想である。では，②の状況が未来におい
て実現しうるならば，マカエンセとマカエンセ・コミュニティの新しいエスニシティの
基盤となりうるものは何であろうか。
マカオにおける聞き取り調査の中で，②の回答を選んだマカエンセたちが共通して予
測した新しいエスニシティとは，「ポルトガルにも中国にも精神的に依存しない自立し
たエスニシティ」，すなわち，「マカエンセとは，マカオに生まれ育ち，マカオに住み，
マカオを故郷とする者であり，マカオに対していわゆる愛国心を持ち，マカオとの精神
的な関係性をアイデンティティの中核に置く人間である」という考え方である。
言い換えれば，従来のマカエンセのエスニシティを形成していた「ポルトガリダー
デ」に表されるポルトガルとの精神的なつながりやポルトガル的思考・価値判断を保有
することもなく，かつ中国国民として中国に対する強固な忠誠心や愛国心をみずからの
アイデンティティの中核とすることもなく，マカオに生まれ育ったという現実をそのま
ま受け入れて直接マカオと結びつき，マカオそのものとの深い絆を基盤とするエスニシ
ティである。これは「マカオの住民」と言う意味では現在英語で使用されている「マカ
ニーズ（英語：Macanese）」とほぼ同義にあたる。
実はこのひとつの例がすでに現実社会の中で実現されている。それはスポーツの分野
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である。マカオ・オリンピック委員会が中心となり，2006年10月に世界のポルトガル語
圏諸国および地域11カ国 1 地域による公式オリンピック大会が開催された。開会式には
ポルトガル大統領をふくむ各国代表，中国からも社会文化担当大臣が出席し，総勢197
名の選手（うちマカオ選手団は34名）が 1 週間にわたって 8 種目の競技に参加した。マ
カオ・オリンピック委員会委員長はマカエンセを自認する人物で，今回の聞き取り調査
に協力してくれたが，「ポルトガル人の血をひくマカエンセを中心に聞き取り調査をお
こなっている」という筆者の言葉を聞くなり眉をしかめ次のように語った。
【事例23　60代・男性】
もはやポルトガル人の血を引き，ポルトガル語の教育を受けているということでマカ
エンセを定義するのは古い考え方だ。私にとってマカエンセとはすべてのマカオの住人
をさす。マカエンセ・コミュニティはマカオにおけるエスニック・マイノリティである，
という「過去」の捉え方を捨てるべきだ。そして，自分たちをもっと広い意味でのルゾ
フォニア（ポルトガル語圏）の一員として捉えるべきだ。ルゾフォニアの地域のひとつ
として，マカオに住む人々すべてがより良い生活を求めて発展していくことが目標とな
る。
実は筆者が聞き取り調査で行なう予定であった質問すべてが従来のマカエンセのエス
ニシティに基づいたものであったため，この人物には質問内容が無意味に感じられたら
しく，インタビュー自体は成功したとはいえなかった。しかし，ある意味でこの人物は，
スポーツ分野を通して新しいマカエンセのエスニシティへの移行を最前線で推進してい
ると言える。
ｂ．新しいエスニシティのはらむ矛盾と問題点
しかし，この人物の言葉にも如実に表れているように，この新しいエスニシティの選
択は最終的に上記①の選択（中国社会に「同化」することによってマカエンセとしての
実体もエスニシティもなくなっていく）と重なっていくという矛盾をはらんでいる。す
なわち，マカエンセが今後のマカオ社会で生き残るために，「マカオに生まれ育ち，マ
カオに住み，マカオを故郷とし，マカオに対していわゆる愛国心を持ち，マカオとの精
神的な関係性をアイデンティティの中核に置く」ことを新しいエスニシティとして選択
するということは，マカエンセがマカオにおけるエスニック集団としての特徴を失い
「マカオ住民」という地域集団に変容することを指す。言い換えれば，従来のエスニッ
ク表徴群を有していた「マカエンセ」という名称と実体が現実的な意味を持たなくな
る。さらに「マカオ住民」という地域集団の成員はマカエンセのみに限ることはできな
い。こうして，マカエンセは彼ら同様マカオに生まれ育ち，マカオに対する深い愛着心
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を持つ中国人のコミュニティとの融和もしくは同化への道を取らざるを得ないだろう。
とはいえ，この同化・融和策は，現在のマカオ社会においては容易ではないことを，
今回のフィールドワークを通して知った。それは，現時点において「マカエンセ＝土
生」と「マカオに生まれ育った中国人＝本地人」の間に厳然とした差別意識と断絶感が
存在するからである。
今回の聞き取り調査においては中国人コミュニティとの関係に関する直接の質問は用
意しなかった。しかしそれにもかかわらず，数人のインフォーマントが両者の間の障壁
について証言した。なかでもマカエンセ・コミュニティのトップが中国国籍を取得した
ことに対して怒りと失望感を隠さなかったひとりの60代のインフォーマントは，インタ
ビューの最後，自分はマカエンセ関連協会の会長職にあったが返還にあたって他のマカ
エンセの会長らとともに中国政府主催による豪華な中国旅行に招待され，「暗に中国政
府への忠誠を誓うことを要求された＝中国人になることを求められた」と感じ，それ以
降政治的な立場から完全に身を引いていることを筆者に明かし，筆者がインタビューす
る他のマカエンセたちに「あなたは中国人になれるか？そして中国人になってもマカ
エンセとしてのアイデンティティを維持することができるか？」と聞いて欲しい，と述
べた。このインフォーマントの言葉には，マカエンセが長年にわたり「ポルトガリダー
デ」を根幹とするみずからのエスニシティを維持してきたその裏側に，「自分は中国人
ではない」という強いエスニック・アイデンティティのもとに中国人住民への差別意識
ならびにマカエンセとしての選民意識が存在することを示唆している。同様の主張は他
のインフォーマント数名の語りにも認められた。また返還後，社会的立場が逆転したこ
とによって中国人住民からマカエンセに対する逆差別（いじめ）が開始されたことをイ
ンフォーマント数名が証言している。このように，たとえ同じようなマカオに対する深
い愛着心を持っているとしても，歴史的に分断されてきた両者の精神的な障壁を一朝一
夕に埋めることは困難であることが推察される。
しかし，そこにもひとつの希望がある。それは1970年代中盤以降，「マカエンセ＝土
生」と「マカオに生まれ育った中国人＝本地人」との婚姻が急増していることである。
年代的にこれらのカップルの子ども世代が現在20代から30代であることを考慮すると，
今後その子ども世代が親となってさらに新しい世代を生むことによって融和が進み，両
者の間の障壁がなくなり，新しい世代の子どもたちが「深い愛着を持ってマカオに定住
し，過去から連綿と続くマカオ文化を継承し，他の中国都市とは異なるマカオの特色を
維持していこう」という共通の精神性を新しいマカエンセ＝マカオ人のエスニシティの
根幹とするならば，ポルトガルからも中国からも精神的に独立したマカオ人とそのコ
ミュニティとしての何らかの未来が開けていく可能性はあると考える。
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9 ．おわりに
ａ．マカエンセというエスニック集団の向かう道
ここで再度，マカエンセとそのエスニシティの未来に関して現在考えられる二つの方
向性について確認したい。ひとつは「中国社会に同化することによってマカエンセとし
ての実体もエスニシティも消滅していく」というマカエンセ消滅説であり，もうひとつ
は「現実社会に適応する新しいエスニシティに変容して存続していく」というマカエン
セ存続説である。そして，存続説を支えるマカエンセの新しいエスニシティとは，「ポ
ルトガルにも中国にも精神的に依存せず，マカオそのものとの深い絆を基盤とするエス
ニシティ」であるが，それはすなわちマカエンセがエスニック・グループではなくマカ
オという地域集団に変容することであり，同様のエスニシティを有するマカオ生まれの
中国人コミュニティに融和していくことにつながる。すなわち，一見して別の方向性を
向いているように思える両者は，実は最終的にひとつにまとまって「同化・融和説」と
なることを示している。それは，ある視点によってはマカエンセ・コミュニティが結局
は消滅していくということを指し，また別の視点によってはマカエンセ・コミュニティ
が形を変えて存続していくということでもある。
本論の先行研究のうち，2005年に発表されたFronteiras da Identidade: Macaenses em 
Portugal e em Macau『アイデンティティの境界～ポルトガルとマカオのマカエンセ』
において，コスタはマカオ在住のマカエンセに関する現状を「マカオにおけるマカエン
セは中国返還という経験を経ていっそうコスモポリタンとしてのアイデンティティを構
築し，現体制の中でみずからの有益性を十分に発揮している」とし，また未来への展望
としては「現在の制度が継続する限り歴史の中で育まれてきた彼らの（従来の）アイデ
ンティティは消失することはないだろう」と結んだ〔Costa 2005〕が，筆者は敢えてこ
の結論に異を唱える。
上記のマカエンセ存続説で述べている「ポルトガルにも中国にも精神的に依存せず，
マカオそのものとの深い絆を基盤とするアイデンティティ」は，ある意味ではコスタの
結論である「コスモポリタンとしてのアイデンティティ」と言えるだろう。しかし，筆
者はマカエンセのエスニシティから「ポルトガリダーデ」，すなわちポルトガル的価値
観やポルトガルとのつながりが消失するとき，もはや彼らを「マカエンセ」という独立
した名称で呼ぶことはできない，と考える。それは，本論の繰り返しになるが，マカエ
ンセはポルトガルとの関わりをエスニシティの中核として守ってきたからこそ，マカオ
という中国に位置する小さな都市において 4 世紀以上にわたって生き残ってきたからで
ある。
以上の考察から，急激に中国化と中国人化が進むマカオにおいて，マカエンセとその
コミュニティがエスニック集団からマカオという地域集団に変容していくことは自然な
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時代の流れであり，現体制の継続が約束されている50年間が終了する2049年以前に，マ
カエンセ・コミュニティとそのエスニシティは事実上消滅する可能性が大きい，と予測
する。
ｂ．今後の課題
マカエンセというエスニック・グループは「誰なのか」，その定義の過去・現在・未
来を考察し，彼らのアイデンティティの行方を分析することを目的とした本研究におい
て，すべての中核となるのは現在を生きるマカエンセの「生の声」，すなわち異なる人
生を歩んできたひとりひとりのマカエンセの「証言」であり，「語り」であった。わず
か15日間のフィールドワークの中で16名のインフォーマントを獲得できたことはある意
味で大きな成果ではあったものの，マカエンセというエスニック集団の現状と未来の展
望を考察するうえで，数的な意味においては充分とは言い難かった。インフォーマント
の内訳も性別・年齢ともにアンバランスが生じ，特に従来のマカエンセのエスニック・
アイデンティティを持たない「新しい世代」の20代以下のマカエンセたちの多くの「生
の声」を拾うことができなかった。さらに，今回のフィールドワークでは，「ポルトガ
ル語もしくは英語の話者である」ことを基本として聞き取り調査に臨んだため，「中国
語（広東語）しか話さないマカエンセ」へのインタビューは実施することができなかっ
た。
このような反省点から，さまざまな年齢・性別・職業・文化的背景などを持つマカエ
ンセへの聞き取り調査を実施し，より多くの，そして多様な社会的・文化的背景を有す
るマカエンセの「声」を拾いながら，マカエンセとそのコミュニティの向かう方向性に
ついてさらに深く考察を行なうことを今後の課題としたい。
また，今回はマカオ在住のマカエンセのみを研究対象としたが，本論で記述したよう
に，全体ではマカオ以外の国や地域（ポルトガル・ブラジル・カナダ・アメリカ合衆
国・オーストラリア・香港など）に暮らすマカエンセのほうが人数的に多数であると言
われている。これら「マカオを去った」ディアスポラのマカエンセたちのエスニシティ
と「マカオに残った」マカオ在住マカエンセを比較対照することによって，マカエンセ
のエスニシティの変容に関するより広範な分析と考察が可能であると考える。すでに先
行研究においてコスタがポルトガルとマカオ在住のマカエンセに関する聞き取り調査
（2003年）を基にした比較研究を行なっているが，それ以外の国や地域に生活するマカ
エンセも対象とした研究に発展させてゆきたい。
さらに，実現は非常に困難ではあろうが，インドやマレーシアなど，かつてポルトガ
ル支配下にあったアジア地域において，マカエンセ同様，ポルトガル人との「混血」に
よって生まれたポルトガル系住民の足跡を追い，現地に残るポルトガルの「記憶」と
「遺産」を調査し，マカオのケースとの比較研究を行なうこともひとつの研究課題とし
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たい。
（終）
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